
一
、

二
、

三
、

四
、

　
　
わ
が
国
鉱
業
に
ら
け
ろ
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態

　
　
　
　
　
　
　
１
「
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
け
る
封
建
性
と
親
方
制
度
」
補
論
そ
の
囚
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
山
．
敷
　
太
　
郎

　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
次

は
　
し
　
が
　
ぎ

三
菱
本
杜
の
「
友
子
団
体
」
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
調
査

〔
一
〕
、
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
調
査
の
方
針
と
阜
．
の
意
図

〔
二
〕
、
　
「
調
査
報
告
書
」
の
資
料
的
意
義

三
菱
傘
下
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
沿
革

〔
一
〕
、
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
創
始

〔
二
〕
、
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
消
長

　
「
友
子
団
体
」
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
組
織
・
機
関

〔
一
〕
、
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
加
入
資
格

わ
が
国
鉱
業
に
括
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
七
二
一
）
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五
、

六
、

立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

二
（
七
二
二
）

　
　
〔
イ
〕
、
制
限
な
し
と
す
る
も
の
　
〔
口
〕
、
年
令
の
制
隈
を
主
と
す
る
も
の
　
〔
ハ
〕
、
従
業
員
及
び
そ
の
家
族
を
合
む
と
す
る
も
の

　
　
〔
二
〕
、
従
業
貝
に
限
る
と
す
る
も
の
　
〔
ホ
〕
、
親
方
を
持
つ
鉱
山
労
務
者
た
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
も
の

〔
二
〕
、
取
立
式

　
　
〔
イ
〕
、
取
立
式
の
意
義
と
そ
の
次
第
　
〔
こ
、
取
立
兎
状
　
〔
ハ
〕
、
解
体
期
に
お
け
る
実
態

〔
三
〕
、
組
織
力
の
強
弱
・
労
働
者
の
関
心
程
度

　
　
〔
イ
〕
、
組
織
力
脆
弱
・
関
心
乏
し
と
す
る
も
の
　
〔
こ
、
漸
次
脆
弱
化
せ
し
も
、
な
扮
相
当
関
心
あ
り
と
す
る
も
の

　
　
〔
ハ
〕
、
組
織
力
・
関
心
共
に
相
当
強
し
と
す
る
も
ゆ

〔
四
〕
、
役
員
組
織
・
団
体
員
数

　
　
〔
イ
〕
、
生
野
の
場
合
　
〔
口
〕
、
雄
別
の
場
合
　
〔
ハ
〕
、
紬
倉
の
場
合

〔
五
〕
、
隻
　
　
　
会

　
　
〔
イ
〕
、
大
集
会
〔
又
は
「
山
中
大
集
会
」
〕
　
〔
口
〕
、
定
期
集
会
　
〔
ハ
〕
、
臨
時
集
会
〔
「
臨
時
大
集
会
」
〕

　
「
友
子
団
体
」
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
機
能
・
経
理
状
況

〔
こ
、
　
「
友
子
団
体
」
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
機
能

　
　
〔
イ
〕
、
内
部
的
機
能
　
〔
こ
、
対
外
的
機
能
〔
浪
人
救
済
〕

〔
二
〕
、
　
「
友
子
団
体
」
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
経
理
状
況

　
　
〔
イ
〕
、
経
理
方
法
　
〔
口
〕
、
交
際
金
の
徴
収
〔
坂
立
〕
　
〔
ハ
〕
、
経
理
状
況

鉱
山
当
局
の
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
対
策

二
〕
、
成
行
き
に
任
せ
放
任
す
る
も
の

〔
二
〕
、
あ
る
程
度
弱
体
化
を
策
し
つ
つ
も
、
む
し
ろ
、
自
然
消
減
を
ま
つ
と
す
る
も
の



七
、

〔
三
〕
、
消
滅
に
や
や
積
極
策
を
採
る
も
の

む
　
す
　
び

、

は

し

が

き

　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
と
は
、
密
接
不
離
な
関
連
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
、
　
「
わ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
」
以
下
の
諸
拙
稿
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
の
解
明
を
と
げ
た
っ
も
り
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
れ
ら
の
諸
拙
稿
に
あ
っ
て
、
筆
者
が
「
親
方
制
度
」
と
呼
び
な
し
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
飯
場
制
度
」
〔
叉
、
飯
場
頭

揃
度
」
〕
あ
る
い
は
「
納
屋
制
度
」
〔
叉
、
「
納
屋
頚
制
度
」
〕
の
意
味
に
お
げ
る
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
鉱
山
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
飯
場
制
度
〔
又
、
納
屋
制
度
」
〕
と
相
並
ん
で
、
労
働
者
の
結
合
組
織
と
し
て
、
な

お
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
い
わ
ゆ
る
「
友
子
同
盟
」
〔
叉
、
「
友
子
組
合
」
、
後
に
は
更
に
又
、
「
友
子
交
際
」
そ
の
他
種
々
の
呼
称
を
持
っ
〕

な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
者
が
、
　
「
飯
場
頭
」
　
〔
「
納
屋
頭
」
〕
た
る
親
方
を
申
心
と
し
た
一
個
の
労
働
組
織
と
し
て
、
経

営
者
に
対
し
て
、
労
務
提
供
を
任
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
も
と
も
と
、
一
山
の
鉱
夫
の
相
互
救
済
組
織
と
し
て
、
〔
尤
も
、

こ
れ
は
、
拡
大
さ
れ
て
、
全
国
的
規
模
に
ま
で
括
し
す
す
め
ら
れ
る
〕
、
　
一
種
の
道
義
的
観
念
を
骨
子
と
し
て
結
ぱ
れ
た
、
い
わ
ぱ
、
友
梓

的
な
組
織
で
あ
り
、
し
か
も
、
同
時
に
、
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
親
力
子
方
と
い
っ
た
封
建
的
身
分
関
係
に
よ
っ
て
、
強
く
結
び
っ
け

ら
れ
た
そ
れ
で
あ
る
点
に
、
エ
、
の
莱
本
的
な
性
格
が
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
丑
、
し
て
、
こ
の
際
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ

の
よ
う
な
結
合
関
係
そ
の
も
の
が
、
鉱
山
労
務
の
円
満
な
遂
行
を
可
能
な
ら
し
め
る
上
に
、
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
の

実
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
括
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
七
二
三
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
七
二
四
）

　
現
実
と
し
て
・
　
「
飯
場
頭
」
〔
「
納
曇
頭
」
〕
の
地
位
に
あ
る
も
の
が
、
同
時
に
叉
、
　
こ
の
「
友
子
同
盟
」
　
〔
「
友
子
組
合
」
〕
に
あ

っ
て
・
重
要
な
ポ
ス
ト
を
占
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
加
盟
・
約
諾
・
除
名
・
責
務
等
の
規
約
が
、
す
こ
ぶ
る
厳
正
を
極
め
た
こ

と
か
ら
見
て
も
・
こ
の
よ
う
な
統
轄
組
織
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
、
労
働
組
織
の
上
に
大
ぎ
く
反
映
し
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
当

然
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
・
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
の
関
連
を
問
題
と
す
る
以
上
、
こ
の
「
友
子
同
醒
」
そ
の
も
の
の
研

究
は
・
　
「
飯
場
制
度
」
の
そ
れ
と
共
に
不
可
欠
と
い
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
本
稿
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
友
子
同
明
皿
」

そ
の
も
の
を
直
接
の
対
象
と
す
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
解
体
期
に
お
げ
る
実
態
如
何
を
、
鉱
業
界
一
方
の
雄
た
る
三
菱
鉱
業
傘
下
の

諸
鉱
坑
の
事
例
鼻
し
て
・
い
さ
さ
か
、
う
か
が
一
て
み
よ
う
と
す
る
過
ぎ
な
い
が
、
同
時
に
、
こ
れ
を
以
て
、
旧
稿
「
わ
が
国
鉱

業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
」
の
一
補
論
と
す
る
に
足
る
か
と
お
も
う
。

　
な
お
・
本
稿
拠
る
と
こ
ろ
の
資
料
は
、
三
菱
鉱
業
本
杜
文
書
た
る
「
友
子
団
体
調
査
。
一
係
ル
’
件
」
　
〔
昭
和
十
二
年
八
月
〕
を
主
と
す

る
が
・
同
文
書
は
・
同
杜
労
務
部
と
し
て
、
そ
の
傘
下
に
属
す
る
高
島
・
筑
豊
・
美
唄
・
大
夕
張
．
飯
塚
等
ヵ
、
ほ
と
ん
ど
、
全
国

に
亙
っ
て
散
在
し
た
多
数
の
鉱
坑
に
対
し
て
、
首
題
に
関
し
た
調
査
報
告
を
徴
し
た
成
果
を
、
取
ま
と
め
た
も
の
で
あ
つ
て
、
本
問

題
の
考
究
上
、
す
こ
ぶ
る
貴
重
す
べ
ぎ
好
個
の
資
料
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

二
、
三
菱
本
杜
の

「
友
手
団
体
」
　
「
〔
友
子
同
醒
〕
」

調
査

〔
一
〕
、
　
「
友
子
団
体
」
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
調
査
の
方
針
と
そ
の
意
図

三
菱
本
杜
に
お
い
て
・
こ
こ
に
問
題
と
す
る
「
友
子
同
盟
」
の
調
査
に
着
手
し
た
の
は
、
昭
和
十
二
年
八
月
の
こ
と
で
あ
つ
た
。



す
な
わ
ち
、
同
年
八
月
廿
五
目
付
、
傘
下
諸
鉱
坑
〔
鉱
山
及
び
炭
坑
を
合
む
〕
に
対
し
て
、
次
の
如
き
通
牒
を
発
し
て
い
る
。
目
く

　
　
『
　
　
友
子
団
体
調
査
二
係
ル
件

　
　
拝
啓
、
陳
者
貴
方
労
務
者
間
ミ
於
テ
、
頭
書
団
体
〔
別
名
、
友
子
組
合
、
友
子
同
盟
叉
ハ
坑
夫
交
際
所
等
〕
ノ
組
織
有
之
候
ハ

　
　
バ
、
左
記
事
項
当
方
参
考
迄
承
知
致
度
昌
付
、
可
成
詳
細
御
内
査
ノ
上
、
御
回
報
相
成
度
、
此
段
得
貴
意
候
　
　
　
謹
　
言

　
　
　
　
　
　
　
記

　
　
一
、
浴
　
革
〔
貴
方
二
於
ケ
ル
同
団
体
ノ
発
生
、
経
過
、
消
長
〕

　
　
二
、
組
織
、
機
関
〔
同
団
体
加
入
資
格
、
組
織
カ
ノ
強
弱
、
一
般
労
務
者
ノ
関
心
程
度
、
飯
場
頭
、
大
小
当
番
等
ノ
役
割
〕

　
　
三
、
団
体
員
数
〔
騒
別
、
在
籍
労
務
者
ト
ノ
比
較
〕

　
　
四
、
事
業
状
況
〔
集
会
、
取
立
、
式
、
廃
役
者
救
済
、
浪
人
交
際
等
〕

　
　
五
、
経
理
状
沈
〔
収
入
、
支
出
状
況
、
所
有
財
産
、
事
業
所
二
於
テ
交
際
費
取
立
代
行
セ
ル
。
ヤ
否
ヤ
〕

　
　
六
、
貴
方
同
団
体
二
対
ス
ル
対
策
〔
従
前
並
将
来
ノ
措
置
、
対
策
等
〕

　
　
七
、
附
近
同
業
事
業
場
二
於
ク
ル
’
概
沈
〔
貴
方
団
体
ト
ノ
連
絡
状
沈
ヲ
含
ム
〕

　
　
八
、
其
他
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項
〔
友
子
団
体
規
約
写
等
〕

　
　
　
　
追
而
、
貴
方
該
団
体
ノ
組
織
無
之
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
御
回
旨
相
成
度
侯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上
　
』

　
右
に
よ
っ
て
、
同
杜
の
「
友
子
団
体
」
調
杏
方
針
は
、
ほ
ぽ
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
揚
げ
ら
れ
た
諾
事
項
は
、
「
友

子
同
盟
」
の
実
態
を
徴
す
る
上
に
お
い
て
、
ぽ
と
ん
ど
間
然
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
、
い
わ
ば
網
羅
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
こ
の
よ
う
な
諸
事
項
に
関
し
て
、
「
可
レ
成
詳
紬
』
に
、
内
苓
の
結
果
を
回
報
す
、
べ
し
と
し
た
本
杜
労
務
部
の
意
図
は
果
し
て
那

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
扮
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
七
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
錆
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
七
二
六
）

辺
に
あ
っ
た
か
。
右
の
通
牒
面
で
は
、
一
応
、
『
当
方
参
考
迄
承
知
致
度
』
と
だ
け
あ
る
が
、
実
は
、
そ
れ
は
、
も
と
よ
り
、
更
に
、

よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
古
い
、
封
建
臭
に
満
ち
た
組
織
を
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
お
い
て
、
解
体
せ
し
め
た
い
と
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
推
察
は
、
か
つ
て
も
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
同
杜
と
し
て
、

「
飯
場
制
度
」
の
意
味
に
お
げ
る
親
方
制
度
の
解
体
方
針
を
、
こ
れ
よ
り
さ
ぎ
約
十
年
の
昭
和
初
頭
に
す
で
に
確
立
し
、
、
〆
、
の
具
体

化
を
進
め
て
い
る
事
実
に
徴
し
て
、
お
そ
ら
く
、
誤
り
で
あ
る
ま
い
と
お
も
う
。

　
〔
二
〕
、
嗣
査
報
告
書
の
資
料
的
意
義

　
次
に
、
こ
の
よ
う
な
通
牒
を
う
げ
た
の
は
、
同
杜
傘
下
の
高
島
・
筑
豊
・
美
唄
・
大
夕
張
．
飯
塚
．
勝
田
．
槙
峰
．
尾
去
沢
．
佐

渡
・
生
野
・
細
倉
・
尾
平
・
手
稲
・
荒
川
・
綱
取
・
宝
・
出
石
・
金
谷
川
・
南
沢
．
根
羽
沢
．
東
山
．
鎌
内
。
朝
鮮
．
茂
山
．
内

幌
．
塔
路
．
雄
別
・
茂
尻
・
崎
戸
等
、
実
に
二
十
九
の
多
数
に
の
ぽ
る
諸
鉱
坑
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
同
杜
傘
下
の
鉱
坑
を
網
羅
し
、

そ
の
範
囲
は
、
北
海
道
・
九
州
等
の
主
要
地
を
は
じ
め
と
す
る
内
地
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
樺
太
。
朝
鮮
に
ま
で
も
及
ん
で
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
上
掲
の
よ
う
な
、
　
「
友
子
同
盟
」
の
実
態
を
徴
す
る
上
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
網
羅
的
と
・
い
う
べ
き
諸
事
項
に
対
し

て
、
な
る
べ
く
詳
細
な
調
査
結
果
を
求
め
た
本
杜
の
方
針
と
相
侯
っ
て
、
以
下
筆
者
の
依
拠
し
よ
う
と
す
る
「
友
子
団
体
調
査
．
一
係

ル
件
」
な
る
文
書
の
資
料
と
し
て
の
価
値
を
重
か
ら
し
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
こ
の
際
の
諸
鉱
坑
か
ら
の
報
告
書
を
集
成

し
て
い
る
か
ら
、
当
面
の
問
題
究
明
上
、
屈
強
の
も
の
と
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
。

　
尤
も
、
調
査
時
に
お
い
て
、
右
の
す
べ
て
に
あ
っ
て
、
調
査
対
象
た
る
団
体
が
存
在
し
た
か
と
い
う
に
、
そ
れ
は
そ
う
で
な
か
っ

た
・
す
な
わ
ち
、
高
島
・
筑
豊
・
大
夕
張
・
飯
塚
・
勝
田
・
南
沢
・
崎
戸
・
榎
峰
・
尾
平
・
東
山
。
朝
鮮
。
茂
山
．
佐
渡
の
諸
鉱
坑

が
、
前
揚
通
牒
追
書
に
従
っ
て
、
『
当
方
当
該
団
体
無
之
』
の
答
申
を
し
て
お
り
、
別
に
又
、
『
未
ダ
組
織
体
ト
シ
テ
ノ
存
在
』
は
な



い
が
、
『
他
山
ニ
テ
ノ
免
許
持
交
際
坑
夫
二
十
八
名
ヲ
算
ス
ル
ニ
至
』
っ
て
い
る
と
い
う
が
如
ぎ
〔
根
羽
沢
Ｊ
が
、
若
干
あ
る
。
し
か

し
、
『
当
該
団
体
無
之
』
と
す
る
も
の
の
う
ち
例
え
ぼ
、
東
山
が
『
就
而
、
当
方
労
務
者
ハ
地
方
部
落
民
ヲ
使
用
致
居
候
二
付
、
該

団
俸
ノ
組
織
無
之
候
』
と
い
い
、
又
、
朝
鮮
が
『
頭
書
ノ
件
二
就
キ
テ
ハ
、
当
局
ガ
労
務
者
団
体
排
撃
ノ
方
針
ヲ
執
リ
居
ル
ヲ
以
テ
、

管
内
二
組
織
無
之
』
と
答
え
て
い
る
よ
う
な
の
も
あ
る
が
、
果
し
て
、
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
組
織
を
欠
い
て
い
た
か
ど
う
か
に
っ

い
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。
叉
、
例
え
ば
、
佐
渡
か
ら
は
『
右
団
体
組
織
ハ
昭
和
七
年
解
消
、
現
在
其
組
織
無
之
』

云
太
と
伝
え
、
比
較
的
至
近
時
ま
で
そ
れ
が
持
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、
な
お
、
そ
の
解
消
事
情
と
し
て
、

　
『
昭
和
二
年
健
康
保
険
組
合
ノ
設
立
卜
共
昌
、
団
体
存
立
ノ
意
義
ヲ
弱
メ
、
剰
へ
廃
役
者
救
済
多
ク
、
経
理
状
態
極
度
二
逼
追
シ
、

　
　
昭
和
七
年
遂
二
団
員
ノ
合
議
二
依
リ
解
散
セ
リ
』

云
ヵ
と
述
べ
て
い
る
如
ぎ
は
、
こ
の
種
団
体
当
時
の
命
運
を
、
あ
る
程
度
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
　
〔
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
な
お
後
述
参
照
〕
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
〕

　
以
下
、
諸
欽
坑
よ
り
の
報
告
書
に
拠
り
、
大
体
、
通
牒
に
お
い
て
要
求
せ
ら
れ
た
事
項
別
に
、
　
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕

の
実
態
を
う
か
が
う
と
共
に
、
若
干
の
解
説
と
批
判
と
を
加
え
て
ゆ
こ
う
と
お
も
う
。

〔
註
〕
「
友
子
団
体
」
の
呼
称
は
一
般
的
で
な
く
、
む
し
ろ
、
「
友
子
同
盟
」
・
、
「
友
子
組
合
」
等
が
普
通
で
あ
る
が
、
三
菱
本
杜
と
し
て
、
こ
の
呼
称

　
　
を
用
い
た
の
は
、
「
友
子
同
盟
」
以
下
、
現
地
で
の
種
々
の
呼
称
を
総
播
し
て
示
そ
う
と
し
た
も
の
か
と
お
も
う
。
以
下
、
一
応
こ
の
こ
と
を

　
　
重
ん
じ
て
、
こ
れ
に
従
い
、
そ
れ
が
「
友
子
同
盟
」
等
を
総
括
的
に
意
昧
す
る
も
の
と
し
て
、
　
「
友
子
団
体
一
〔
「
友
子
同
盟
一
一
と
し
て
記

　
　
す
こ
と
と
す
る
。

わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）

七
（
七
二
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
察
五
号
）

八
（
七
二
八
）

三
、
三
菱
傘
下
友
子
団
体
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
沼
革

　
〔
こ
、
　
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
創
始

　
三
菱
傘
下
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
創
始
年
代
に
っ
い
て
は
、
遺
憾
な
が
ら
、
概
し
て
、
詳
細
不
明
と
い
う
の
外
は
な

い
。
そ
の
創
始
が
、
大
正
年
間
と
い
う
も
の
〔
美
唄
Ｈ
大
正
二
年
・
雄
別
Ｈ
大
正
九
年
等
〕
あ
り
、
更
に
は
、
昭
和
年
間
と
い
う
も
の
〔
出

肩
Ｈ
昭
和
四
年
．
手
稲
Ｈ
昭
和
七
年
。
金
谷
川
Ｈ
昭
和
八
年
・
内
幌
Ｈ
昭
椥
九
年
等
〕
さ
え
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
そ
れ
が
、
比
較
的
近
時
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
あ
っ
て
は
、
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
鉱
と
同
時
に
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
い
わ

ぱ
、
開
鉱
が
新
ら
し
い
こ
と
か
ら
き
て
い
る
事
実
で
あ
っ
て
、
全
般
的
に
い
っ
て
、
　
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
浴
革
の
新

ら
し
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
歴
史
の
や
や
古
い
生
野
の
如
き
に
関
し
て
、
　
『
当
山
ミ
於
ク
ル
友
子
団
体
ノ

創
設
ハ
明
治
六
年
頃
ヨ
リ
ト
伝
ヘ
ラ
ル
ル
モ
、
其
年
月
日
ハ
不
詳
ナ
リ
』
云
ヵ
と
あ
り
、
更
に
は
、
荒
川
に
関
し
て
『
明
治
二
十
年

頃
或
ハ
明
治
四
十
三
年
頃
ト
モ
云
ヘ
ル
ガ
』
、
云
ヵ
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
、
『
当
時
ノ
記
録
等
無
キ
為
メ
、
何
レ

モ
確
ク
ル
根
拠
ナ
ク
、
詳
細
不
明
ナ
リ
』
と
い
う
の
が
、
偽
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
開
鉱
年
代
の
古
い
も
の
に
お
い

て
は
、
例
え
ぱ
、
綱
取
に
関
し
て
、

　
『
団
体
発
生
ノ
時
期
等
ハ
明
瞭
ナ
ラ
ズ
、
元
来
同
盟
友
子
ノ
制
度
ハ
徳
川
時
代
ノ
遺
物
ニ
シ
テ
今
日
猶
ホ
其
ノ
遺
風
ブ
継
承
ス
ル

　
　
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
三
、
鉱
山
稼
ギ
ヲ
専
菜
ト
ス
ル
モ
ノ
昌
ア
リ
テ
ハ
、
殆
ン
ド
友
子
ノ
盟
約
ブ
結
ブ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
恐
ラ
ク
当
山

　
　
開
発
ト
同
時
三
発
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
可
キ
ハ
、
疑
ブ
余
地
ナ
シ
』

■



云
カ
と
あ
り
、
叉
、
宝
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
〕

　
『
当
組
合
ハ
固
ヨ
リ
当
山
独
特
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、
他
鉱
山
昌
存
在
ス
ル
モ
ノ
ト
同
様
、
其
ノ
淵
源
ハ
遠
ク
徳
川
家
康
ノ
山
法
．
一

　
　
基
ク
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
所
謂
友
子
ナ
ル
’
モ
ノ
ガ
、
一
鉱
山
昌
二
名
以
上
稼
動
ス
ル
ニ
至
レ
バ
、
必
ズ
一
組
合
ブ
組
織
ス
ル
モ
ノ
ナ

　
　
リ
、
当
山
二
於
ク
ル
’
発
生
モ
、
亦
恐
ラ
ク
、
当
山
ノ
事
業
開
始
卜
同
時
ナ
ル
可
キ
ハ
、
容
易
二
想
像
シ
得
ル
モ
、
当
組
含
二
於

　
　
テ
調
査
ス
ル
昌
、
大
正
以
前
ノ
記
録
ハ
極
メ
テ
稀
ニ
シ
テ
、
其
ノ
組
合
発
生
当
初
ノ
状
態
ヲ
知
ル
’
．
一
由
ナ
キ
モ
、
当
山
ガ
明
治

　
　
三
十
六
年
三
菱
ノ
経
営
ト
ナ
レ
ル
当
時
既
二
存
在
セ
シ
ハ
現
存
者
ノ
言
ニ
ヨ
リ
テ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
』

云
六
と
説
く
と
こ
ろ
に
従
う
べ
ぎ
か
と
お
も
う
。

〔
註
〕
普
通
に
「
山
例
五
十
三
ヶ
条
」
と
称
せ
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
鉱
山
業
に
っ
い
て
の
規
定
で
あ
っ
て
、
特
に
「
山
師
」
．
「
金
堀
師
」
の
特
権

　
　
を
許
容
し
た
も
の
と
し
て
、
重
要
視
せ
ら
れ
た
。
但
し
、
そ
れ
が
徳
川
家
康
の
制
法
だ
と
す
る
点
に
っ
い
て
は
、
確
た
る
傍
証
な
く
、
か
な
ら

　
　
ず
し
も
信
を
お
き
難
い
。
今
買
、
各
地
に
巻
物
な
ど
に
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
す
く
な
く
な
い
が
、
内
容
を
異
に
し
て
い
る
点
も
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
て
、
統
一
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

〔
二
〕
、
　
「
友
手
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
消
長

　
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
消
長
に
関
し
て
も
亦
、
か
な
ら
ず
し
も
一
様
で
な
か
っ
た
と
い
う
外
は
な
い
。
ま
ず
、
生
野

か
ら
は
、

　
『
当
時
〔
註
、
明
治
初
年
を
指
す
〕
ヨ
リ
稼
働
坑
夫
間
二
数
個
ノ
坑
夫
交
際
所
ヲ
組
織
シ
屠
リ
、
且
全
国
友
子
同
盟
．
一
加
入
シ
屠
ク

　
　
ル
ガ
、
交
通
機
関
ノ
発
達
ト
共
二
、
全
国
各
交
際
所
申
救
済
二
要
ス
ル
経
費
ノ
負
担
．
一
堪
へ
難
キ
向
潮
ク
多
ク
、
殊
二
大
正
七
、

　
　
八
年
頃
ノ
物
価
急
騰
卜
共
二
、
全
国
各
交
際
所
共
経
営
難
二
陥
リ
ク
ル
模
様
ナ
リ
、
当
山
交
際
所
ハ
大
正
九
年
春
全
国
友
子
同

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
七
二
九
）

■



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
七
三
〇
）

　
　
盟
ノ
崩
壌
ヲ
見
越
シ
、
全
国
鉱
山
昌
回
章
ヲ
発
シ
テ
、
全
国
的
交
際
ヲ
絶
チ
ク
ル
旨
ヲ
通
告
シ
、
爾
後
山
内
隈
リ
交
際
共
功
ヲ

　
　
為
ス
昌
止
メ
、
今
巨
昌
及
ブ
。
現
在
山
内
交
際
所
ハ
生
野
鉱
山
坑
夫
交
際
所
一
ケ
所
ノ
ミ
ナ
リ
』

云
六
と
、
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
全
国
的
情
勢
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
申
の
物
価
急
騰
に
よ
る
経

営
難
か
ら
、
こ
の
組
織
が
大
ぎ
く
影
響
さ
れ
る
転
機
が
も
た
ら
さ
れ
た
事
惜
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
所
に
関
し

て
は
、
　
『
山
内
交
際
所
ノ
変
遷
』
を
、
次
の
如
く
図
示
し
て
い
る
の
が
、
不
完
全
な
が
ら
参
照
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
一
オ
金
一
窒
∴
い
、
生
野
讐
ザ

Ｈ
一
誠
一
太
“
。
坑
〕
一
／
嚢
組
一
太
奮
ノ
際
一
至
一
一
月
言
一
解
散
一

；
田
組
一
７
一
＼

　
　
七
、
若
林
組
〔
白
口
（
坑
）
〕
　
　
　
　
白
口
坑
廃
坑
ト
同
時
昌
解
散
』

と
あ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
叉
、
同
所
の
支
山
で
あ
る
明
延
に
関
し
て
は
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
に
か
げ
て
の
頃
を
以
て
、
最
隆
盛
期
で
あ
っ
た
と
し
、

大
体
の
消
長
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
目
く
、

　
『
明
治
三
十
六
年
頃
、
神
子
畑
加
盛
鉱
山
ヨ
リ
坑
夫
五
名
明
延
欽
山
昌
転
勤
シ
、
同
地
二
於
テ
労
務
者
ヲ
採
用
シ
、
同
時
昌
約
十

　
　
名
位
＝
ア
明
延
坑
夫
交
際
所
ヲ
新
設
シ
、
漸
次
労
務
者
ヲ
増
加
シ
、
明
冶
四
十
一
年
頃
ハ
労
務
者
三
百
余
名
申
九
十
余
名
、
交



　
　
際
所
昌
加
盟
ス
ル
昌
至
レ
リ
。
鉱
山
ノ
事
業
発
展
こ
伴
ヒ
、
労
務
者
数
モ
次
第
二
増
加
シ
、
明
冶
四
十
五
年
頃
ハ
年
一
回
ノ
新

　
　
加
盟
者
〔
坂
立
式
二
依
ル
〕
六
十
余
名
二
及
ビ
、
最
モ
盛
ン
ナ
ツ
。
大
正
三
年
頃
ハ
労
務
者
千
五
百
余
名
、
交
際
加
盟
者
五
百
余

　
　
名
昌
達
シ
、
交
際
所
ノ
数
モ
四
ク
所
二
設
置
シ
、
全
国
的
二
父
際
ヲ
ナ
シ
居
リ
シ
モ
、
大
正
十
年
頃
ハ
鉱
山
ノ
事
業
衰
へ
、
労

　
　
務
者
二
百
五
十
余
名
昌
テ
交
際
所
ニ
ケ
所
こ
滅
ジ
、
加
盟
者
モ
八
十
名
ト
ナ
リ
ク
リ
。
其
後
再
ど
欽
山
ノ
事
業
隆
盛
二
向
ヒ
、

　
　
労
務
者
数
モ
増
加
シ
、
昭
和
七
年
こ
ハ
労
務
者
四
百
五
十
名
ト
ナ
リ
ク
ル
モ
、
時
代
ノ
趨
勢
昌
依
リ
、
加
盟
者
ハ
音
冨
ノ
盛
況

　
　
二
至
ラ
ズ
、
百
三
十
余
名
位
ニ
テ
、
鉱
山
労
務
係
ノ
指
導
昌
基
キ
交
際
所
ブ
一
ケ
所
ト
シ
、
交
際
ノ
円
滑
ト
経
費
■
節
約
ヲ
計

　
　
レ
リ
。
現
在
労
務
者
千
百
五
十
名
昌
対
シ
、
交
際
加
盟
者
ハ
ニ
百
五
十
名
ナ
リ
。
』

云
友
と
。

　
こ
こ
で
、
念
の
た
め
一
応
注
意
し
て
お
ぎ
た
い
の
は
、
こ
の
加
盟
が
、
そ
の
本
質
上
当
然
の
強
制
的
で
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
例
に
よ
れ
ぱ
、
最
盛
期
の
大
正
三
年
頃
全
労
務
者
千
五
百
余
名
申
、
五
百
余
名
の
加
明
凧
者
と
い
う
か
ら
、

約
三
三
％
に
当
り
、
そ
の
後
、
大
正
十
年
に
は
三
二
％
、
昭
和
七
年
に
は
二
六
％
（
強
）
、
昭
和
十
二
年
に
は
二
一
％
（
強
）
と
い
う
よ

う
に
、
大
勢
と
し
て
漸
減
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
事
情
は
各
鉱
に
あ
っ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
同

一
で
な
か
っ
た
ら
し
く
、
例
え
ぱ
、
茂
尻
か
ら
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
大
正
七
年
の
開
坑
当
初
か
ら
シ
」
れ
が
存
在
し
て
い
た
が
、

『
大
正
十
四
．
五
年
頃
ヲ
以
テ
全
盛
期
ト
シ
ク
ル
ガ
』
最
近
〔
昭
和
士
一
年
当
時
〕
に
至
っ
て
、
会
員
漸
減
し
、
‘
『
自
Ｈ
然
消
滅
昌
至
ル

モ
ノ
ノ
如
シ
』
云
友
と
あ
る
が
、
ー
こ
れ
に
反
し
、
紬
倉
で
は
、
昭
和
九
年
以
後
、
事
業
そ
の
も
の
の
盛
大
化
の
ゆ
え
も
あ
っ
て
、
全

従
業
員
の
激
増
を
来
す
と
共
に
、
加
盟
者
も
急
増
し
、
そ
の
基
礎
が
確
立
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
同
所
か
ら
の
報
告
書
の
一
駒

に
日
く
、

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
（
七
三
一
）

■
■

山
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立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
（
七
三
二
）

　
『
〔
前
略
〕
、
当
山
二
於
ク
ル
’
友
子
団
体
モ
鉱
山
事
業
ノ
盛
衰
ニ
ョ
リ
幾
変
遷
ヲ
経
ク
ル
ガ
、
大
正
十
二
年
四
月
当
鉱
山
火
災
後
、

　
　
一
時
消
滅
ノ
状
態
ノ
処
、
翌
大
正
十
三
年
六
月
頃
、
一
部
坑
内
夫
ノ
発
起
人
昌
依
リ
、
之
ガ
再
起
ヲ
図
リ
、
今
日
ノ
基
礎
ヲ
作

　
　
リ
ク
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
当
時
加
盟
者
五
十
名
位
〔
全
従
業
労
務
者
三
七
四
名
、
比
率
一
四
．
四
％
〕
ナ
リ
シ
ガ
、
其
後
事
喋
主
側
ノ

　
　
取
立
式
立
会
、
交
際
金
ノ
取
立
代
行
等
、
直
接
間
接
ノ
援
助
昌
依
リ
漸
次
発
達
シ
、
昭
和
九
年
三
月
当
杜
事
業
経
営
後
、
従
業

　
　
者
ノ
激
増
昌
ヨ
リ
、
団
体
加
入
者
亦
急
増
シ
、
基
礎
愈
六
定
マ
リ
シ
カ
バ
、
昭
和
十
年
六
月
青
森
同
盟
友
子
交
際
所
ヲ
脱
退
シ
、

　
　
独
立
交
際
所
ト
ナ
リ
現
在
昌
至
レ
リ
』

云
ヵ
と
。

右
の
外
に
も
、
さ
き
に
も
二
膏
し
た
通
り
、
昭
和
年
聞
創
業
と
共
に
、
こ
の
種
団
体
の
誕
生
を
み
て
い
る
も
の
若
干
が
あ
り
、
特

に
又
、
昭
和
十
二
年
当
時
の
惜
況
と
し
て
、
な
お
、
組
織
樹
立
が
要
望
さ
れ
た
も
の
さ
え
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
『
従
来
労
務
者
間
昌
共
功
的
団
体
組
織
ノ
策
動
ア
リ
、
緒
局
鉱
山
側
ノ
拒
否
方
針
昌
依
リ
、
見
合
ノ
コ
ト
ト
ナ
リ
ク
ル
由
ナ
ル
モ
、

　
　
早
晩
斯
種
団
体
ノ
実
現
ヲ
要
望
セ
ラ
ル
ル
状
態
ナ
リ
』
　
〔
南
沢
の
場
合
〕

云
ヵ
と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
更
に
又
、
鷲
合
森
の
如
き
に
あ
っ
て
は
、
一
時
凋
落
せ
し
も
の
が
、
こ
の
頃
に
至
っ
て
、
再
び

盛
大
化
し
た
と
し
て
、

　
『
昭
和
初
期
ノ
不
況
時
代
昌
ハ
非
常
二
凋
落
シ
、
殆
ン
ド
機
能
ヲ
失
ヒ
タ
ル
’
由
ナ
ル
モ
、
近
時
二
至
リ
、
概
シ
テ
員
数
増
加
ノ
一

　
　
途
ヲ
辿
リ
居
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
』

云
パ
と
報
告
せ
ら
れ
て
い
る
・
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
も
と
よ
り
、
少
数
の
例
外
と
い
う
べ
く
、
南
沢
に
お
げ
る
組
織
樹
文
の
要
望

の
如
き
も
、
一
部
少
数
者
の
そ
れ
で
あ
り
、
大
部
分
の
も
の
に
と
っ
て
は
、
す
で
に
、
そ
れ
は
、
関
心
外
に
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

み
れ
ぼ
、
ほ
ぼ
大
正
末
年
・
昭
和
初
年
の
間
に
あ
っ
て
、
次
第
に
衰
滅
に
向
い
っ
っ
あ
っ
た
と
云
え
る
か
・
一
し
お
も
、
つ
。
そ
の
然
ろ
ゆ

え
ん
に
つ
い
て
は
、
種
太
の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
一
、
は
、
な
お
、
後
述
す
る
。

　
な
お
、
右
に
麗
連
し
て
、
こ
の
際
、
こ
の
種
団
体
の
、
団
俸
と
し
て
の
組
織
力
の
強
弱
如
何
が
併
せ
考
え
ら
る
、
べ
ぎ
で
、
い
わ
ば
、

加
盟
者
数
の
多
少
は
、
か
な
ら
ず
し
も
、
直
ち
に
団
体
と
し
て
の
組
織
の
強
弱
の
反
映
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
頂
を
別
に
し
て
後
述
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
友
子
団
体
（
「
友
子
同
醒
」
）
の
組
織
・
機
関

　
〔
一
〕
、
　
「
友
手
団
体
」
　
〔
「
表
手
同
盟
」
〕
加
入
資
格

　
団
体
加
入
資
格
に
も
、
種
戊
段
階
的
相
違
が
あ
っ
て
、
決
し
て
一
様
で
な
か
っ
た
。
今
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
示
せ
ば
、
お
よ
そ
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
〔
イ
〕
、
制
限
な
し
と
す
る
も
の
〔
例
、
美
唄
〕

　
　
尤
も
、
規
定
上
は
「
制
限
な
し
」
と
あ
っ
て
も
、
鴬
識
的
に
い
っ
て
、
実
際
に
は
、
一
定
年
令
以
上
と
か
い
っ
た
制
隈
は
あ
っ

　
　
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
叉
、
普
通
は
男
子
に
隈
っ
だ
か
と
も
お
も
う
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
格
則
に
加
入
資
格
に
つ
い

　
　
て
規
定
を
お
か
な
い
も
の
が
相
当
に
あ
り
、
単
に
希
望
者
を
募
り
、
役
付
の
も
の
が
時
折
勧
誘
す
る
旨
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が

　
　
あ
る
〔
例
・
手
稲
〕
が
、
こ
れ
ら
も
、
こ
の
部
類
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
，
『
年
令
ヲ
問
ハ
ズ
、
職
業
ヲ
問
ハ
ズ
、
叉
、
同
一

　
　
鉱
山
稼
働
者
タ
ル
事
ヲ
要
セ
ズ
〔
綱
取
〕
云
六
と
ハ
ッ
キ
リ
明
記
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
こ
そ
、
文
字
通
り
の

　
　
無
制
限
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
着
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
（
七
三
三
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
七
三
四
）

〔
回
〕
、
年
令
の
制
限
を
主
と
す
る
も
の
〔
例
、
生
野
・
茂
尻
等
〕

　
生
野
で
は
、
『
坑
内
手
子
昌
シ
テ
、
満
十
八
才
以
上
ノ
モ
ノ
』
と
し
、
茂
尻
で
は
、
『
自
坑
夫
満
十
五
才
以
上
渡
リ
坑
夫

　
同
十
二
才
以
上
』
の
男
子
と
し
て
い
る
。
但
し
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
別
に
叉
、
　
『
品
行
方
正
ニ
シ
テ
、
友
子
会
ノ
承
認
ヲ
得

　
ク
ル
モ
ノ
。
友
子
会
ヨ
リ
除
名
サ
レ
ク
ル
モ
ノ
。
及
友
子
会
ヨ
リ
退
会
シ
タ
ル
者
ノ
再
加
入
ヲ
許
サ
ズ
』
と
の
附
帯
条
件
が
あ

　
る
。
叉
、
細
倉
で
は
、
加
入
資
格
の
一
と
し
て
で
は
あ
る
が
『
年
令
ハ
十
五
才
程
度
ヲ
標
準
ト
シ
、
十
五
才
未
満
ノ
者
ハ
保
護

　
者
ノ
同
意
若
ク
ハ
保
護
者
ノ
単
独
意
志
＝
ア
加
盟
ス
、
但
シ
他
山
昌
テ
同
団
体
昌
加
入
セ
シ
者
ハ
年
令
等
ノ
制
限
ナ
シ
』
云
六

　
と
規
定
し
て
い
る
。
更
に
、
荒
川
で
は
、
資
格
の
一
と
し
て
、
満
五
才
以
上
〔
渡
り
坑
夫
〕
、
満
七
才
以
上
〔
自
坑
夫
〕
を
挙
げ
て

　
い
る
が
、
シ
」
れ
な
ど
は
、
実
際
上
の
敷
果
か
ら
み
れ
ば
、
疑
問
と
い
う
べ
く
、
実
質
的
に
は
、
む
し
ろ
、
ｍ
の
う
ち
の
『
年
令

　
ヲ
問
ハ
ズ
』
と
あ
る
の
に
ち
か
い
か
と
お
も
う
。

〔
ハ
〕
、
従
簑
貝
及
ぴ
そ
の
象
族
を
含
む
と
す
る
も
の
〔
例
、
雄
別
・
荒
川
等
〕

　
雄
別
で
、
　
『
炭
坑
内
住
居
ノ
男
子
昌
シ
テ
、
身
体
健
全
ナ
ル
モ
ノ
』
と
し
、
特
に
、
　
『
年
令
ヲ
問
ハ
ズ
、
子
供
＝
ア
モ
資
格
ブ

　
有
ス
、
而
シ
テ
此
ノ
団
体
昌
加
入
ス
レ
バ
鉱
夫
ノ
名
称
ヲ
得
』
と
明
記
し
て
い
る
如
ぎ
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
い
わ
ぱ
、
こ

　
の
よ
う
な
点
に
こ
そ
、
互
助
的
な
友
好
団
体
と
し
て
の
面
目
の
一
端
が
現
わ
れ
て
お
り
、
今
日
の
労
働
組
合
な
ど
と
の
本
質
的

　
な
相
違
点
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
前
揚
の
荒
川
で
の
『
荒
川
鉱
山
昌
居
住
ー
ス
ル
鉱
夫
及
其
家
族
三
シ
テ
、
満
五
才
以
上
ノ
モ

　
ノ
（
「
渡
り
坑
夫
」
）
、
七
才
以
上
ノ
モ
ノ
〔
「
自
坑
夫
」
〕
』
　
云
大
と
い
う
規
定
も
、
シ
」
れ
に
ち
か
い
。
尤
も
、
後
者
で
、
男
女

　
を
問
わ
な
い
か
、
ど
う
か
、
ま
だ
確
か
め
得
て
い
な
い
。

〔
二
〕
、
従
業
貝
に
限
る
と
す
る
も
の
「
例
、
内
幌
・
細
倉
等
〕



　
　
内
幌
で
は
単
に
『
炭
坑
鉱
山
従
業
員
昌
隈
』
る
と
あ
る
が
、
細
倉
で
は
あ
る
程
度
こ
れ
を
緩
和
し
、
　
『
鉱
山
従
業
員
ク
ル
コ
ト

　
　
ヲ
主
ク
ル
条
件
ト
シ
』
、
な
お
、
別
に
、
従
業
員
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
『
従
業
員
ノ
身
許
保
証
ア
ル
者
ハ
加
入
セ
シ
ム
』

　
　
と
規
定
し
て
い
る
。
後
者
で
は
な
お
、
前
掲
の
如
く
、
『
年
令
ハ
十
五
才
程
度
ヲ
標
準
ト
シ
、
十
五
才
未
満
ノ
者
ハ
保
護
者
ノ

　
　
同
意
若
ク
ハ
保
護
者
ノ
単
独
意
志
ニ
テ
加
盟
ス
、
但
シ
、
他
山
ニ
テ
同
団
体
二
加
入
セ
シ
者
ハ
年
令
等
ノ
制
隈
ナ
シ
』
と
し
た
。

　
〔
ホ
〕
、
親
方
を
持
つ
鉱
山
労
務
老
た
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
も
の
〔
弱
延
・
佐
渡
箏
〕

　
　
明
延
〔
生
野
の
支
山
〕
で
は
『
職
親
ア
ル
鉱
山
労
務
者
』
た
る
こ
と
と
あ
り
、
佐
渡
で
は
一
、
坑
夫
敢
立
免
状
所
有
者
二
隈
ル
』
と

　
　
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
全
く
同
じ
く
、
鉱
山
労
務
者
で
あ
っ
て
、
親
方
を
持
つ
も
の
に
隈
ら
れ
て
い

　
　
る
。
し
か
し
、
現
実
を
い
え
ば
、
こ
の
団
体
員
た
る
も
の
は
、
す
べ
て
職
親
を
持
ぢ
、
叉
、
坑
夫
と
し
て
取
立
を
う
げ
る
の
で

　
　
あ
る
か
ら
、
こ
の
条
件
を
条
件
と
す
る
こ
と
は
、
奇
異
の
感
が
あ
る
。

　
右
の
如
く
、
　
「
加
入
資
格
」
は
区
六
に
わ
た
り
、
多
種
多
様
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
一
見
す
れ
ば
、
同
一
会
杜
傘

下
の
諸
鉱
坑
と
し
て
、
す
こ
ぶ
る
不
統
一
の
観
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
だ
が
、
　
「
友
子
同
盟
」
と
い
っ
た
団
体
が
、
労
働
者
間
の
自
主

的
な
団
体
で
あ
っ
て
、
鉱
山
当
局
と
は
、
一
応
離
れ
た
存
在
と
し
て
、
個
犬
的
に
発
達
し
て
き
た
事
実
に
顧
み
れ
ば
、
こ
れ
は
、
あ

え
て
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ぱ
、
こ
の
よ
う
な
点
に
も
、
　
「
友
子
同
盟
」
と
い
っ
た
団
体
の
特
殊
性
格
を
看
取
で

き
る
か
と
お
も
う
。

　
〔
二
〕
、
取
立
式

　
〔
イ
〕
、
取
立
式
の
意
義
と
そ
の
次
第

　
加
盟
希
望
者
あ
る
と
き
〔
実
際
に
は
、
五
名
乃
至
十
名
以
上
に
ま
と
ま
っ
た
と
き
〕
、
大
集
会
〔
総
会
〕
の
議
を
経
て
、
加
盟
承
認
を
行

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
括
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
（
七
三
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
（
七
三
六
）

う
式
を
取
立
式
と
い
う
。
こ
の
際
、
新
加
盟
者
と
し
て
は
、
同
時
に
子
分
と
し
て
、
特
定
の
親
分
と
の
間
に
親
分
子
分
の
縁
組
を

績
ぶ
も
の
で
、
こ
れ
を
出
生
と
呼
ぶ
。
げ
だ
し
、
坑
夫
と
し
て
こ
れ
以
後
、
新
ら
し
い
生
涯
に
入
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
雄
別
か
ら
の
報
告
書
の
一
餉
に
、
こ
の
取
立
式
の
説
明
を
し
て
、
次
の
如
く
い
う
。

『
　
取
　
立
　
式
説
明

　
雄
閉
炭
坑
居
往
ノ
勇
子
昌
シ
テ
、
身
体
健
全
ナ
ル
モ
ノ
、
団
体
加
入
申
込
ヲ
ナ
シ
、
十
名
以
上
二
達
シ
ク
ル
’
ト
キ
ハ
、
役
員
会

　
尺
矧

　
昌
諮
リ
、
役
員
会
昌
於
テ
異
議
ナ
シ
ト
認
メ
ク
ル
ト
キ
ハ
、
更
昌
臨
時
総
会
ヲ
開
催
、
会
員
ノ
承
認
ヲ
得
テ
、
左
記
役
員
及
立
「

　
会
人
ヲ
推
薦
、
取
立
式
ノ
準
傭
ヲ
ナ
ス
。

　
Ｈ
　
立
会
人
。
　
　
老
翁
立
会
　
若
干
名
、
山
申
立
会
　
二
名
、
大
当
番
立
会
　
一
名
乃
至
二
名
、
箱
元
立
会
　
一
名
、
評
議

　
　
員
立
会
　
二
名
、
頭
役
立
会
　
二
名
、
飯
場
立
会
　
二
名
、
申
老
立
会
　
若
干
名
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ト
ノ
マ
マ
）

　
○
　
世
話
人
。
　
　
鍵
分
　
一
名
、
大
工
世
話
人
　
二
名
、
世
話
人
　
三
名
、
堀
子
世
話
人
　
二
名
。

　
右
役
員
申
、
鑓
分
以
下
各
枇
話
人
二
於
テ
、
親
分
子
分
ト
ナ
ル
ベ
キ
会
員
ヲ
選
定
、
本
人
ノ
承
諾
ヲ
得
テ
〔
子
分
氏
名
ハ
極
秘
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
後
掲
〕

　
テ
発
表
セ
ズ
〕
親
分
以
下
ノ
組
合
セ
ヲ
選
定
、
取
立
式
二
於
テ
発
表
、
職
親
子
ノ
関
係
ヲ
緕
ビ
、
左
記
条
例
ヲ
誓
約
ス
。

　
　
是
こ
要
ス
ル
費
用
ハ
、
友
子
会
ヨ
リ
ノ
補
助
金
並
昌
親
分
、
兄
分
、
子
分
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ノ
醸
出
金
二
依
リ
、
諸
経
費
ヲ

　
　
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
こ
の
際
の
立
会
人
と
し
て
は
、
な
お
、
　
「
浪
人
立
会
人
」
・
「
隣
山
立
会
人
」
・
「
鉱
山
関
係
招
待
者
」
を
加
え
る
例
も
あ
る

　
が
、
総
じ
て
、
そ
の
挙
式
は
す
シ
」
ぶ
る
厳
正
で
あ
っ
て
、
席
順
の
如
ぎ
も
一
定
し
て
、
こ
れ
を
み
だ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ

　
た
。



〔
回
〕
、
取
立
免
状

　
新
た
に
坑
夫
一
友
子
〕
に
取
立
て
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
取
立
免
状
を
授
与
す
る
。
次
に
棋
峰
鉱
山
の
そ
れ
を
例
示
し
よ

　
う
。
目
く
、

一
、
　
坑
夫
敢
立
免
状

　
示
言

左
之
人
名
立
会
之
上
、
此
度
坑
夫
．
一
昇
進
セ
シ
ム
ル
上
ハ
、
向
後
益
大
我
職
務
二
勉
励
努
カ
シ
、
一
日
モ
怠
ル
不
可
、
汝
等
ノ

　
（
モ
ト
ノ
マ
マ
）

出
精
堆
ハ
当
榎
峰
欽
山
ナ
リ
、
然
ル
。
一
未
ダ
其
業
熟
練
セ
ザ
レ
バ
、
平
素
老
坑
夫
ノ
教
ヲ
受
ヶ
、
職
務
勉
励
専
一
二
心
得
ベ
シ
、

叉
、
決
シ
テ
立
会
人
ノ
恩
義
ヲ
永
遠
二
忘
却
ス
ル
。
勿
レ
、

親
分

兄
分

子
分

客
人
立
会
人

八
戸
鉱
山
立
会
人

損
峰
鉱
山
鍛
冶
屋
立
会
人

・
　
　
　
製
煉
立
会
人

・
　
　
　
飯
場
立
会
人

７
　
　
　
申
老
立
会
人

日巳阿摂伊豊備伊巨

向向波津予後申予向

何何何何何句何句何

護
言

　
某

　
某

　
菜

　
某

　
菜

某菜某某

わ
が
国
鉱
業
に
拾
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）

一
七
（
七
三
七
）

…叶帖山廿１



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
七
三
八
）

　
　
　
世
話
人
　
　
　
日
向
　
　
何
　
　
某
　
　
　
　
　
　
　
、

右
昇
進
者
何
方
諸
鉱
山
同
盟
御
飯
場
へ
相
便
リ
罷
越
候
共
、
其
際
不
悪
御
交
際
御
引
立
之
樫
、
伏
而
御
依
頼
申
上
候
　
敬
白

　
　
　
　
年
　
　
　
月
．
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
北
方
村
損
峰
鉱
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
申
箱
元
一
同
圃

大
日
本
帝
国

　
　
　
諸
鉱
山
同
盟
　
御
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

な
お
・
こ
の
際
・
新
た
に
取
立
を
う
げ
た
坑
夫
に
対
し
て
は
、
そ
の
心
得
書
を
示
し
て
誓
約
さ
せ
る
の
を
普
通
と
し
た
。
次
は
、

雄
別
に
お
げ
る
そ
れ
で
あ
る
。

『
　
　
　
取
立
条
例

　
第
一
条
　
当
山
昌
於
テ
取
立
ナ
セ
シ
坑
夫
ク
ル
者
ハ
、
徳
義
ヲ
重
ン
ジ
、
三
年
三
月
十
巨
間
ハ
、
如
何
ナ
ル
事
情
ア
ル
ト
購
モ
、

　
　
　
他
昌
行
キ
義
務
二
背
ク
可
カ
ラ
ザ
ル
事

　
　
但
シ
、
自
身
病
気
叉
ハ
父
母
病
気
及
ビ
徴
兵
適
齢
二
相
当
シ
、
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
場
合
ハ
此
ノ
隈
リ
．
一
ア
ラ
ズ

　
第
二
条
　
当
山
昌
於
テ
取
立
ナ
セ
シ
坑
夫
ク
ル
モ
ノ
ハ
、
平
素
能
ク
其
職
親
ヲ
父
母
ノ
如
ク
貴
ブ
ベ
キ
モ
ノ
．
一
シ
テ
、
毫
モ
不

　
　
　
遜
ノ
挙
働
ア
ル
可
ラ
ザ
ル
事

　
第
三
条
職
親
ヲ
軽
蔑
シ
其
道
ヲ
尽
サ
ズ
、
叉
、
怠
惰
ニ
シ
テ
職
業
ヲ
怠
リ
、
脱
走
ヲ
ナ
シ
、
他
人
．
一
迷
惑
ヲ
掛
ケ
、
不
義
ノ

　
　
　
所
業
有
之
時
ハ
、
直
チ
ニ
免
状
ヲ
取
消
シ
、
之
ガ
云
ヵ
ヲ
詳
記
シ
、
諸
鉱
山
．
一
通
知
シ
テ
其
職
業
ヲ
停
止
ス
ル
事



　
　
第
四
条
　
前
各
条
二
抵
顔
シ
タ
ル
者
ハ
他
山
ノ
立
会
ヲ
要
セ
ズ
シ
テ
、
整
理
人
及
ビ
世
話
方
ノ
協
議
ヲ
以
テ
免
状
ヲ
取
消
シ
、

　
　
　
　
之
ガ
処
分
ヲ
ナ
ス
事

　
　
右
之
条
六
堅
ク
可
相
守
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
〔
ハ
〕
、
解
体
期
に
お
け
る
実
態

　
〔
イ
〕
．
〔
口
〕
に
述
べ
た
と
こ
ろ
は
、
い
わ
ば
、
典
型
期
に
お
け
る
形
態
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
当
面
の
問
題
と
す
る
解
体
期
に
お

　
げ
る
実
態
と
し
て
は
、
当
然
に
、
規
定
と
し
て
は
、
な
お
、
存
続
し
っ
っ
も
、
多
く
は
、
単
な
る
形
式
化
し
、
し
か
も
有
名
無
実

　
化
し
て
、
実
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
例
え
ぱ
、
佐
渡
で
は
『
取
立
式
ナ
シ
』
と
い
い
、
美
唄
で
は

　
『
昭
和
六
年
以
来
加
盟
希
望
者
ナ
ク
、
取
立
式
ヲ
行
ハ
ズ
』
と
あ
り
、
叉
、
綱
取
の
如
ぎ
も
『
昭
和
二
年
頃
行
ヒ
以
来
本
年
〔
昭
荊

　
十
二
年
〕
ハ
ジ
メ
テ
行
ヘ
リ
』
と
い
っ
た
程
度
に
過
ぎ
ず
、
出
石
で
も
『
昭
和
五
年
、
同
十
年
ノ
ニ
回
行
ヘ
ル
’
ガ
、
昭
和
十
年
昌

　
ハ
殆
ン
ド
彫
式
ノ
、
一
二
一
シ
テ
、
従
前
ノ
如
ク
、
多
大
ノ
経
費
ヲ
要
セ
シ
等
ノ
コ
ト
無
シ
』
と
の
報
告
で
あ
っ
た
。
逆
に
い
え
ぱ
、

　
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
あ
っ
た
れ
ぱ
シ
」
そ
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
を
以
て
解
体
期
と
呼
ぶ
わ
げ
な
の
で
あ
る
。

　
〔
三
〕
、
組
繊
カ
の
強
弱
・
労
働
者
の
関
心
程
度

　
こ
れ
に
は
、
〔
イ
〕
、
組
織
力
脆
弱
・
関
心
乏
し
と
す
る
も
の
〔
口
〕
、
漸
次
脆
弱
化
せ
し
も
、
な
お
梢
当
関
心
あ
り
と
す
る
も
の
〔
ハ
〕
、

組
織
力
・
関
心
共
に
相
当
強
し
と
す
る
三
段
階
が
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
み
れ
ぱ
、
〔
イ
〕
が
最
も
多
く
、
〔
口
〕
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
〔
ハ
〕
に

至
っ
て
は
僅
六
一
・
二
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
〔
尤
も
、
報
告
書
に
記
載
を
欠
く
も
の
も
あ
る
が
、
他
の
記
事
を
綜
合
し
て
、
こ
の
よ
う
に
捧

察
で
き
る
〕
。
こ
の
よ
う
な
事
態
も
亦
、
当
時
｛
、
解
体
期
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
〔
イ
〕
、
組
織
カ
脆
弱
・
関
心
乏
Ｌ
と
す
る
も
の
〔
例
、
内
幌
・
美
唄
・
生
野
等
〕

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
七
三
九
）

山…叶一…
＾

…凹
＾」



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
七
四
〇
）

　
ま
ず
・
内
幌
で
は
『
組
織
カ
ハ
現
在
頗
ル
’
脆
弱
ニ
シ
テ
、
一
般
労
務
者
ノ
関
心
乏
シ
』
と
し
、
美
唄
で
も
『
実
勢
力
更
ニ
ナ
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ト
ノ
マ
マ
）

　
彩
骸
ヲ
止
ム
ル
ニ
過
ギ
ザ
ル
状
態
ナ
リ
』
と
い
い
、
生
野
で
は
『
近
時
事
業
主
ノ
給
済
制
度
完
備
二
伴
ヒ
、
存
在
意
義
殆
ン
ド

　
ナ
ク
、
一
般
労
務
者
モ
交
際
所
二
対
シ
テ
ハ
、
往
時
ノ
遺
物
視
シ
、
関
心
極
メ
テ
薄
シ
。
交
際
所
ノ
組
織
カ
ハ
概
シ
テ
弱
ク
、

　
只
冠
婚
葬
祭
等
ノ
場
合
一
、
交
際
人
相
互
ノ
労
力
補
助
ニ
ョ
リ
比
較
的
密
接
ナ
ル
’
関
係
ヲ
見
ラ
ル
ル
ノ
、
、
、
上
云
六
と
い
う
。
そ
の

　
他
、
手
稲
の
如
ぎ
に
あ
っ
て
も
、
　
『
一
般
昌
無
関
心
ノ
状
態
』
と
せ
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
　
『
交
際
金
ノ

　
徴
収
モ
滞
納
者
相
当
ア
リ
テ
、
成
績
上
ラ
ズ
、
財
政
薄
弱
ナ
リ
』
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

〔
回
〕
、
漸
次
脆
弱
化
せ
し
も
、
な
お
相
当
関
心
あ
阯
と
す
る
も
の
〔
例
、
明
延
・
綱
取
。
鷲
合
森
．
茂
尻
等
〕

　
す
な
わ
ち
、
明
延
で
は
『
協
和
会
組
織
以
前
ハ
会
杜
卜
労
務
者
間
二
於
ヶ
ル
唯
一
ノ
団
体
交
渉
機
関
ト
シ
テ
〔
会
杜
ヨ
リ
公
認
セ

　
ル
交
渉
団
体
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
モ
、
他
二
団
体
ナ
キ
タ
メ
、
自
然
ト
交
渉
相
手
ト
考
リ
居
レ
リ
〕
、
労
務
者
こ
相
当
ノ
勢
カ
ヲ
有
シ
、
且
ツ

　
職
親
子
ノ
交
渉
ヲ
厚
ク
シ
居
リ
ク
松
ぢ
、
マ
紅
織
力
強
固
ナ
リ
シ
モ
、
現
在
こ
於
テ
ハ
単
ナ
ル
相
互
扶
功
機
関
ト
シ
テ
、
漸
次
薄

　
弱
ト
ナ
レ
リ
』
と
い
い
つ
っ
、
労
働
者
の
関
心
程
度
と
し
て
は
、
な
お
、
　
『
交
際
所
二
加
盟
セ
ル
モ
ノ
ハ
、
傷
病
休
業
及
死
亡

　
ノ
場
合
こ
物
質
及
ビ
糖
神
的
二
救
助
ア
ル
為
メ
、
相
当
関
心
ヲ
持
チ
居
レ
リ
』
と
し
、
綱
取
で
も
『
組
織
力
ト
シ
テ
高
度
ノ
カ

　
ヲ
有
セ
ズ
、
旧
来
ノ
因
襲
二
依
リ
相
互
扶
助
的
事
項
ヲ
敢
扱
フ
モ
ノ
昌
過
ギ
ズ
、
統
帥
者
ト
シ
テ
ノ
卓
越
セ
ル
技
禰
ヲ
有
ス
ル

　
モ
ノ
モ
ナ
ク
、
協
和
会
ノ
組
織
並
昌
活
動
ノ
顕
著
ナ
ル
現
時
二
於
テ
ハ
団
体
的
勢
カ
ノ
認
ム
可
キ
モ
ノ
ナ
シ
』
と
い
う
一
方
、

　
労
働
者
の
関
心
と
し
て
は
、
な
お
相
当
の
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
　
『
該
団
体
ノ
目
的
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
友
子
並
．
一
其
ノ
家
族
■
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ト
ノ
マ
マ
）

　
傷
病
死
亡
ノ
場
合
昌
処
シ
、
相
互
扶
助
ノ
隣
保
関
係
ヲ
規
定
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
会
杜
給
済
規
則
卜
略
其
ノ
目
的
ヲ
同
一
、
一
ス
、

　
今
巨
ニ
ア
リ
テ
ハ
其
ノ
給
済
モ
極
メ
テ
小
額
ナ
ル
モ
ノ
多
キ
モ
、
死
亡
ノ
場
合
ノ
救
済
及
援
功
、
病
者
移
送
、
叉
ハ
廃
疾
救
済
等



●

　
ハ
経
済
力
小
ナ
ル
モ
ノ
ノ
最
モ
関
心
事
タ
ル
ヲ
失
ハ
ズ
、
恐
ラ
ク
往
時
ニ
ア
リ
テ
ハ
、
此
ノ
団
体
組
織
二
依
リ
テ
秩
序
ブ
保
チ

　
風
教
ヲ
維
持
シ
ク
ル
モ
ノ
ナ
ル
可
キ
モ
、
既
二
杜
会
制
度
発
達
セ
ル
今
日
二
於
テ
ハ
、
殆
ン
ド
其
ノ
使
命
ノ
大
眼
目
ヲ
失
ヒ
ク

　
ル
モ
ノ
ト
イ
フ
可
キ
モ
、
因
襲
ノ
久
シ
キ
、
鉱
山
専
業
者
昌
ア
リ
テ
ハ
、
団
体
加
入
ヲ
殆
ン
ド
義
務
卜
心
得
居
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
』

　
云
ヵ
と
い
う
の
が
、
な
お
、
相
当
関
心
が
持
た
れ
っ
っ
あ
っ
た
ゆ
え
ん
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。
な
お
鷲

　
合
森
に
あ
っ
て
も
、
ほ
ぽ
右
の
綱
取
と
同
様
に
み
ら
れ
て
い
る
。

〔
ハ
〕
、
組
織
カ
・
関
心
共
に
相
当
強
Ｌ
と
す
る
も
の
〔
例
、
堆
別
・
紬
倉
等
〕

　
雄
別
で
は
、
『
加
入
者
ハ
親
分
子
分
ノ
関
係
ヲ
生
ジ
、
一
旦
盟
約
ヲ
為
セ
バ
、
其
ノ
崔
居
ノ
如
何
．
一
拘
ラ
ズ
、
特
別
ノ
事
情
ナ

　
キ
隈
リ
、
解
消
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
然
レ
ド
モ
、
．
団
体
ノ
体
面
ヲ
穀
損
ス
ル
行
為
ア
リ
ク
ル
ト
キ
ハ
、
本
人
除
名
ハ
勿
誇
、
親
子

　
関
係
ノ
解
消
等
相
当
厳
格
ナ
ル
制
裁
ヲ
設
ク
』
と
し
、
な
お
、
『
当
堆
方
ハ
杜
外
各
坑
二
於
テ
モ
、
棉
当
強
固
ナ
ル
組
織
ヲ
有

　
シ
』
た
と
し
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
、
ひ
と
り
同
鉱
だ
げ
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
そ

　
し
て
、
一
般
労
働
者
の
関
心
程
度
に
つ
い
て
は
『
該
団
体
ハ
主
ト
シ
テ
救
済
事
業
ヲ
目
的
ト
シ
、
会
員
ハ
災
厄
昌
罹
リ
ク
ル
場

　
合
其
ノ
救
済
ア
受
ケ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
久
シ
キ
因
習
モ
ア
リ
、
労
務
者
ハ
今
荷
相
当
ノ
関
心
ヲ
有
ス
』
と
記
し
て
い
る
。
叉
、

　
細
倉
で
は
『
最
近
昌
至
リ
、
資
金
枯
渇
ノ
為
メ
、
其
ノ
運
営
困
難
ナ
ル
状
態
．
一
ア
ル
モ
、
精
神
的
結
合
力
相
当
翠
固
ナ
リ
』
と

　
し
、
又
、
　
『
団
体
員
ノ
負
傷
疾
病
死
亡
〔
家
族
共
〕
ノ
場
含
、
相
互
救
済
ヲ
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ブ
以
テ
、
其
ノ
関
心
頗
ル
深

　
キ
モ
ノ
ア
リ
』
と
み
ら
れ
て
い
る
。

〔
四
〕
、
役
員
組
織
・
団
体
員
数

役
員
組
織
の
点
で
は
、
こ
こ
で
当
面
の
問
題
と
す
る
解
体
期
に
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
旧
態
の
ま
ま
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
わ
が
国
鉱
業
に
扮
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
七
四
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
察
四
巻
・
第
五
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
七
四
二
）

尤
も
、
そ
れ
は
単
な
る
名
称
の
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
多
く
は
、
実
質
的
に
み
れ
ぱ
、
相
当
頽
勢
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
到
底
否
定
で

ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
会
員
数
の
上
で
も
い
え
る
こ
と
で
、
よ
し
、
そ
れ
が
い
ち
じ
る
し
く
減
退
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、

単
匁
る
形
骸
的
存
在
に
す
ぎ
次
い
場
合
が
す
く
な
く
な
い
こ
と
が
、
当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
役
員
組
織
・
団

体
員
数
に
つ
、
い
て
、
若
干
を
例
示
し
よ
う
。

　
〔
イ
〕
、
生
野
の
場
合

　
　
生
野
で
は
、
こ
の
団
体
を
交
際
所
と
呼
ぶ
。
か
つ
て
は
、
そ
れ
は
数
個
存
在
し
た
が
、
昭
和
十
二
年
現
在
で
は
、
生
野
鉱
山
坑

　
　
夫
交
際
所
の
名
称
を
持
っ
も
の
一
ク
所
だ
げ
と
な
っ
た
〔
既
述
参
照
〕
。
こ
の
会
を
代
表
す
る
責
任
者
と
し
て
、
主
と
し
て
経
営

　
　
を
担
当
す
る
「
交
際
所
頭
」
な
る
も
の
を
〔
一
名
〕
お
く
。
そ
の
下
に
、
大
当
番
〔
二
名
〕
・
小
当
番
〔
…
名
〕
な
る
も
の
が
あ

　
　
り
、
こ
の
三
者
い
ず
れ
も
全
員
の
選
挙
に
ょ
っ
て
選
び
、
任
期
は
、
所
頭
を
除
き
一
ヶ
年
と
す
る
。
　
〔
「
生
野
鉱
山
坑
夫
交
際
所

　
　
規
約
第
四
条
」
に
拠
る
に
、
　
「
任
期
一
ヶ
年
、
但
シ
所
頭
ニ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ズ
」
と
あ
る
が
、
所
頭
の
任
期
、
改
選
等
に
関
し
て
は
、
規
定
す
る

　
　
と
こ
ろ
が
な
い
。
思
う
に
、
適
当
と
せ
ら
れ
る
時
期
に
そ
れ
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
辺
に
、
な
お
、
封
建
的
な
残
婆
が
う
か
が
わ
れ
よ

　
　
う
。
〕
「
大
当
番
」
は
「
交
際
所
頭
」
の
諮
問
機
関
で
あ
り
、
　
「
小
当
番
」
は
「
交
際
所
頭
」
の
命
を
う
げ
て
、
交
際
所
経
営

　
　
の
庶
務
に
従
う
。
な
お
、
役
員
に
対
す
る
報
酬
は
、
名
誉
職
と
し
て
『
無
シ
』
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

　
　
コ
父
際
所
頭
　
三
円
」
、
　
「
大
当
番
　
一
円
五
十
銭
」
、
　
「
小
当
番
．
一
円
」
の
月
手
当
を
支
給
し
て
い
る
。

　
　
次
に
、
生
野
で
の
団
体
員
数
、
・
対
在
籍
労
務
者
数
百
分
比
は
次
の
通
り
〔
昭
和
十
二
年
八
月
現
在
〕
。

　
　
　
『
一
四
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
在
籍
労
務
者
百
分
比
　
　
一
〇
、
九
％

　
　
　
　
　
内
　
訳

一
　
　
↓

　

，^
一



　
　
　
　
支
桂
夫
　
　
　
四
〇
人
　
　
　
対
同
職
在
籍
労
務
者
百
分
比
　
　
五
五
．
五
％

　
　
　
　
坑
夫
　
　
六
　
　
・
　
　
　
　
　
　
三
七
．
五
％

　
　
　
　
馨
岩
夫
　
　
　
六
一
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
二
一
％

　
　
　
　
手
子
　
　
三
七
　
　
。
グ
　
　
　
　
　
　
九
．
九
％

な
お
・
生
野
の
支
山
た
る
明
延
で
の
団
体
員
数
は
次
の
通
り
〔
昭
穐
十
二
年
九
月
現
在
〕
で
、

二
於
テ
ハ
職
頭
二
登
用
セ
ラ
レ
ク
ル
ト
キ
ハ
交
際
ヲ
脱
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
』
云
カ
と
あ
る
が
、

見
え
な
い
が
、
シ
」
の
際
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

職
別

職
頭

支
桂
夫

馨
岩
夫

坑
夫

手
子

計芙
他

通
計

在
籍
労
務
者
数

　
　
　
一
四
人

　
　
　
九
七

　
　
一
四
六

　
　
　
一
四

　
　
四
八
九

　
　
七
六
〇

　
　
三
五
九

一
、
一
一
九

交
際
加
盟
者
数

　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
六
二

　
　
　
一
一
九

　
　
　
　
一
四

　
　
　
　
四
七

　
　
　
二
五
三

　
　
　
二
五
三

シ
」
の
よ
う
な
表
に
ょ
っ
て
、
同
じ
く
鉱
山
労
務
者
で
あ
っ
て
も
、

　
わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）

　
　
　
　
　
百
分
比

　
　
　
　
七
八
・
六
％

　
　
　
　
六
三
・
九
％

　
　
　
　
八
一
・
五
％

　
　
　
一
〇
〇
・
○
％

　
　
　
　
二
一
・
○
％

　
　
　
　
一
二
一
二
・
三
％

　
　
　
　
二
二
・
七
％
』

職
種
の
如
何
に
よ
っ
て
、

そ
の
備
考
と
し
て
、
　
『
生
野
本
山

こ
の
点
は
、
生
野
側
の
規
約
に
は

団
体
加
盟
者
の
率
に
、
相
当
の
ひ

　
　
　
二
三
（
七
四
三
）

…
“ｕ

■
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立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
七
四
四
）

　
ら
ぎ
が
あ
る
点
が
如
ら
れ
る
。

〔
回
〕
、
蛙
別
の
場
合

　
交
際
所
の
役
員
の
名
称
及
び
そ
の
役
割
は
、
次
の
如
し
。

　
　
『
名
称
　
　
　
　
　
役
　
　
　
割

　
　
　
大
　
当
　
番
　
　
　
　
会
務
ヲ
統
括
シ
、
本
会
ヲ
代
表
ス

　
　
　
箱
　
　
　
元
　
　
　
　
大
当
番
ヲ
補
佐
シ
、
会
計
事
務
ヲ
処
理
ス

　
　
　
相
談
役

　
　
　
評
　
議
　
員
　
　
　
　
本
会
ノ
重
要
事
項
．
一
参
議
シ
、
常
．
一
大
当
番
ノ
諮
問
機
関
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
飯
　
場
　
頭
　
　
　
　
交
際
所
ヲ
維
持
シ
、
浪
客
人
ノ
取
扱
ヲ
ナ
ス
』

　
た
だ
、
右
に
関
し
、
選
出
方
法
、
任
期
等
が
未
詳
な
の
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

　
次
に
、
団
体
員
数
に
関
し
て
は
、
次
表
が
あ
る
。

坑内夫坑外夫

在
籍
数

友
子
会
員

在
籍
数

友
子
会
員

採
炭
夫

六
八
六

二
〇
四

機
械
夫二

四一
四

仕
繰
夫七

二
五
九

工
作
夫

一
二
五

七
三

運
搬
夫

四
三

二
〇

運
搬
夫

五四

工
作
夫一

二
一
〇

雑
夫
一

三
二

一
二
一

雑

夫
一
六

一
二

助

手
一
七

二
助
　
手二

〇一
九

計
八
五
九

三
二
四

計

二
〇
三

一
〇
五

歩
　
合

三
七
・
七
％

歩
合

五
一
・
七
％



〔
備
考
〕

在
籍
者
ニ
ア
ラ
ザ
ル
非
稼
働
者
友
子
会
員

　
　
　
　
　
　
全
体
ノ
平
均

　
九
〇
名

四
〇
・
四
％

〔
ハ
〕
、
細
合
ー
の
場
合

　
役
員
の
名
称
・
員
数
と
そ
の
役
割
は
次
の
通
り
。

　
『
名
称
　
　
員
数
　
　
　
役
　
　
　
割

　
　
箱
　
元
　
　
　
一
人
　
　
主
ト
シ
テ
、
団
体
ノ
収
入
支
出
ノ
決
算
こ
従
事
ス

　
　
書
　
記
　
　
　
　
　
　
文
書
記
録
等
昌
従
事
ス

　
　
大
当
番
　
　
　
三
　
　
　
団
体
ノ
代
表
機
関
ト
ナ
リ
、
外
部
ト
ノ
折
衝
二
当
ル

　
　
議
　
員
　
　
　
五
　
　
　
箱
元
及
大
当
番
ノ
顧
間
ト
ナ
・
リ
、
総
テ
ノ
相
談
昌
応
ズ

　
　
区
　
長
　
　
　
四
　
　
　
担
任
区
内
ノ
救
済
事
故
調
査
二
当
ル

　
　
当
番
頭
　
　
　
九
　
　
　
区
長
ヲ
補
佐
シ
、
担
任
区
内
ノ
救
済
事
故
調
査
二
当
ル

　
　
　
〔
備
考
〕
　
箱
元
、
大
当
番
及
議
員
ハ
団
体
貝
ノ
選
挙
ナ
ル
モ
、
書
記
ハ
箱
元
ノ
指
名
、
区
長
及
当
番
ハ
箱
元
、
大
当
番
及
議
員
ノ
合
議

　
　
　
指
名
ニ
ヨ
ル
。
各
役
員
ノ
任
期
ハ
六
ケ
月
ト
ス
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

次
に
、
団
俸
員
数
と
し
て
は
、
次
の
如
し
。

　
『
坑
内
　
　
襲
岩
夫
（
男
）
　
　
六
三
人
　
　
　
坑
外
　
　
運
搬
夫
（
男
）
　
　
　
一
人

　
　
灰
　
坑
夫
・
　
二
八
■
　
　
〃
　
機
械
夫
・
　
　
二

　
　
・
　
　
　
支
桂
夫
　
・
　
　
　
四
五
　
　
　
　
・
　
　
　
工
作
夫
　
・
　
　
　
三
一

　
わ
が
国
鉱
業
に
扮
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
七
、
四
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

・
　
　
運
搬
夫

・
　
　
機
械
夫

・
　
　
雑
夫

　
　
　
計

な
お
、

　
『

右
と
別
に
、

　
係
　
別

　
採
鉱
係

　
選
鉱
係

　
製
煉
係

　
工
作
係

　
分
析
係

　
労
務
係

　
其
ノ
他

・
　
　
　
七
一

・
　
　
　
一
二

・
　
　
　
一
〇

〃
　
　
二
二
九

７■〃７”■

製
煉
夫

選
鉱
夫

雑
夫

職
　
頭

７７７〃

購
買
会
労
務
者
灰

職
　
員
　
・

計
　
１
、

非
稼
働
者
〃

二
六

　
八

　
九

　
二

　
一

　
二

八
二

二
二

各
係
別
人
員
を
示
し
、
在
籍
者
数
と
の
比
率
を
示
し
た
次
表
が
あ
る
。

加
入
人
員

　
二
四
七
人

　
　
　
八

　
　
三
〇

　
　
一
八

　
　
　
四

　
　
　
一

　
　
　
〇

在
籍
者
数

　
四
八
一
人

　
一
二
五

　
三
五
一

　
二
六
一
二

　
　
二
一

　
　
二
六

　
　
三
〇

対
　
比

五
一
・
三
％

１
六
・
四
％

　
八
・
六
％

　
六
・
八
％

一
九
・
○
％

　
三
・
○
％

　
○

○

二
六
（
七
四
六
）



　
計

〔
傭
考
Ｊ

一
、

二
、

　
　
　
　
三
〇
八

昭
和
十
二
年
八
月
現
在
調

右
の
外
、
購
買
会
労
務
者

三
三
三
人
と
な
る
。

、
二
九
七

、
職
員

二
、
稼
働
者
家
族

二
三
・
七
％

一
五
、
非
稼
働
者

七
、
計

二
五
が
あ
っ
て
、
合
計

　
　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
問
題
視
せ
ら
れ
た
の
は
、
　
『
職
員
　
二
』
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
点
は
他
の
欽
山
で
も
、
お
そ
ら
く
類

　
　
例
の
な
、
い
と
シ
」
ろ
で
あ
っ
て
、
本
社
と
し
て
も
、
シ
」
れ
を
以
て
、
　
『
同
山
職
員
二
名
、
友
子
同
盟
昌
加
盟
シ
居
ル
ガ
、
右
ハ
如

　
　
何
ナ
ル
モ
ノ
ヤ
、
対
策
上
一
考
ヲ
要
ス
ベ
シ
』
と
し
、
更
に
は
、
　
『
職
員
加
盟
ハ
監
視
的
作
用
ア
ル
ベ
キ
モ
、
此
種
団
体
二
対

　
　
ス
ル
場
所
〔
現
地
の
意
味
〕
意
向
ニ
モ
徴
シ
、
適
当
機
会
昌
脱
退
ス
ル
様
斗
ラ
レ
テ
ハ
如
何
』
云
共
と
勧
告
を
発
し
て
い
る
。

　
な
お
、
団
体
員
数
と
在
籍
者
数
と
の
比
率
を
、
坑
夫
〔
坑
内
．
坑
外
〕
・
準
坑
夫
〔
同
上
〕
に
分
ち
、
し
か
も
、
そ
れ
を
各
渡
坑
夫

。
白
坑
夫
に
分
ち
、
且
っ
叉
、
非
在
籍
労
働
者
〔
臨
時
夫
・
家
族
・
そ
の
他
一
の
団
体
員
数
を
も
示
し
て
、
最
も
詳
細
な
も
の
と
し
て
、

荒
川
の
そ
れ
を
次
頁
に
示
し
、
若
干
の
解
説
を
加
え
て
お
こ
う
。

　
今
、
、
」
れ
に
拠
れ
ぱ
、
荒
川
鉱
山
昭
和
十
二
年
九
月
末
現
在
の
在
籍
鉱
夫
総
数
〔
準
坑
夫
を
合
む
〕
は
三
四
五
人
で
あ
っ
て
、
標
準

の
た
て
方
に
も
よ
る
が
、
ま
ず
申
位
の
鉱
山
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
欽
夫
〔
準
坑
夫
を
合
ま
ず
〕
は
三
三
〇
人
・
準
鉱
．

夫
は
僅
か
に
一
五
人
、
よ
っ
て
、
ま
ず
、
前
者
だ
け
に
つ
い
て
み
る
に
、
、
そ
の
う
ち
、
坑
内
夫
は
一
五
二
人
、
坑
外
夫
は
一
七
八
人
。

坑
内
夫
一
五
二
人
の
う
ち
、
　
「
友
子
団
体
」
員
数
は
、
九
七
人
で
あ
っ
て
、
六
一
二
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。
特
に
、
支
桂
夫
・
坑
夫
・

襲
岩
夫
が
高
率
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
九
三
・
三
％
、
八
九
・
五
％
、
七
六
・
九
％
と
い
っ
た
、
ほ
と
ん
ど
大
多
数
の
も
の
が
「
友

子
団
体
」
員
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
坑
外
夫
は
、
一
七
八
人
の
う
ち
、
三
九
人
と
比
較
的
少
数
で
、
二
二
・
七
％
に
過
ぎ
な
、
い
。

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
扮
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
七
四
七
）

’’

皿…一＾止咋－■山
１

■
…

…
『

ｕ

…’仙山



立
命
館
経
済
学
（
策
四
巻
・
第
五
号
）

二
八
（
七
四
八
）

人
％

％

籍
対
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５
３
６
４
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●
　
　
　
●
　
　
●
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・

』
１
０
１
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１
１
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２
●
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０
●

６
●
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■

６
９
３
１
７
４
　
３
７
８
９
５
一
４
４
　
６

１
０
９
１
５
１

在
員

１
一
〇

Ｅ
ｏ
１
１

２
２

１
２

２
４

１
４

０
０

３
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０
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５
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０
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計

１
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員

１
４
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９
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３
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１
５
２
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．
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５

１
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１
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４
９
５
１
１

人

１

１

１

■

１
１

人
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夫

籍
対
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０
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１
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８

７
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７
１

５
２

１
１

６

在
員

３
３
４
２
　
　
４

７
１

６
１

坑、員

１

自

８
７
６
５
１
４
　
１
　
　
１
　
　
　
　
４

１

一
２
６
３
３
一

丁
．

５
１

６
５

■
６
５

１
一

・
－
・

・

１

－
１

７
５

ｉ
７
５

一
４
ｎ
ｏ
１

人

人
％

％

夫

籍
対

８
１
１
６
』
」
１
１
一
１
５

』
』
１
』
一
』
一

Ｏ
●

一
８
■

７
●

－
２
●

０
■

１
３

－

‘
一
一

７
●

２
●

一
３
●

６
２
３
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２
　
　
　
７
４
一
〇
５
２
一
４
　
　
　
３

Ｅ
ｏ
０
５
ｎ
ｏ

２

在
員

□
Ｏ
　
　
ｏ
Ｏ

４
１

３
１

４
２

４
２

５
７

３
３

４
４

６
２

５
２

４
２

坑

－

－

渡

員

１
２
１
０
８
１
８
８
一
５
６

１
１
３
１
８
一

１
一

丁
．

４
２

０
８

一
０
８

３
丁
二
４

４
一

４

一

０
１
４

人

’
１
■
１

，
　
　
１

一
滅

６
９
５
４
９
９
　
２

７
２
３
７
９
’
４
６

２

６

８

４

６

０

４

３
２
６

１

○
リ
（
Ｏ

５

３

２

５

２
１
１
６
１
　
　
　
５
　
　
　
　
　
　
１

１

５
４
１
３

７

７

２

３

１

１

３

１

４

１

１

３

３

３

３

，

１
１

ｕ
月

ｕ
易

男
ガ
グ
■
■
７
　
７

ニ
ニ
ニ
女
一
男
女
計

男
女
計

男
丁
婁
計

男
女
計

男
女
計

１

」
■

１

種
　
性
　
　
　
’

夫
夫
夫
夫
夫
夫

夫
夫
夫
夫
夫
夫

手

手

他

計

夫
族
他

岩
柱
搬
械
　
計

搬
械
作
燥
鉱

■

計

計

ノ

計

家

助

助
其

時
者
ノ

襲
坑
支
運
機
雑

運
機
工
製
選
雑

務

臨
労
其

Ｊ
■

１男

坑
内
一

坑

ト
ク

坑
内

坑

十
夕

含

合

’

■
１
■
　
，
「
』
　
■
　
　
　
，

＝
　
　
「
　
ヨ
　
　
■

－

総

，
１
－
－
－
　
’
－
　
－
－
－
　
　
’
　
　
－
－
１
１
　
１
－
－
－
１
－
－
－
’
■
　
　
１
　
１
－
　
　
－
　
１
－
－
　
　
－
　
　
，
一
ｌ
ｌ

，
　
　
「
　
弓
　
’
，

職

労
務
者

＼

鉱

夫

準

鉱

夫

非
在
籍

＼

荒
川
鉱
山
友
子
団
体
貫
数
一
覧
表
〔
昭
和
十
二
年
九
月
末
現
在
〕



尤
も
、
職
種
に
よ
っ
て
、
一
概
に
は
い
え
、
す
、
製
煉
夫
の
如
ぎ
は
四
七
人
の
う
ち
二
四
人
と
、
五
一
。
一
％
の
高
率
で
あ
る
が
、
工

作
夫
の
如
ぎ
は
、
五
三
人
の
う
ち
、
僅
か
に
五
人
で
あ
っ
イ
、
、
九
．
四
％
に
遇
ぎ
な
い
の
イ
、
あ
る
つ
し
か
も
、
こ
こ
で
、
ま
た
注
目

せ
ら
れ
る
の
は
、
雑
夫
四
〇
人
の
う
ち
、
女
が
六
人
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
人
も
「
支
子
団
、
筏
員
」
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
こ
れ
で

あ
る
。
叉
、
準
鉱
夫
は
総
在
籍
人
員
そ
の
も
の
が
一
五
人
の
少
数
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
坑
内
夫
昆
手
〕
四
人
は
す
べ
て
団
体
員

で
あ
る
が
、
坑
外
夫
一
一
人
は
、
一
人
も
団
体
員
で
な
く
、
う
ち
女
六
人
を
含
む
。
か
く
て
、
総
計
と
し
て
み
れ
ぱ
、
総
在
籍
人
員

三
四
五
人
の
う
ち
、
団
俸
員
総
数
は
一
四
一
人
で
あ
っ
て
、
四
〇
・
九
％
で
あ
り
、
男
子
の
み
に
っ
い
て
み
れ
ぼ
、
三
三
三
人
の
う

ち
一
四
一
人
、
四
二
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
又
、
非
在
籍
労
務
者
の
全
員
が
、
団
体
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
を
総
括
す
る
に
、
Ｈ
　
総
在
籍
人
員
の
四
〇
・
九
が
団
体
員
で
あ
る
こ
と
、
ｏ
　
職
種
に
よ
っ
て
、
男
子
の
み
に
つ
い
て
い

え
ば
、
最
高
支
桂
夫
の
九
三
・
三
％
、
最
低
工
作
夫
の
九
・
四
％
〔
準
坑
夫
の
坑
外
夫
の
う
ち
、
「
其
ノ
他
」
と
い
う
に
男
子
二
人
の
在
籍

者
が
非
団
体
員
で
あ
る
が
、
姑
ら
く
考
慮
の
外
に
お
く
〕
と
い
っ
た
大
ぎ
な
ヒ
ラ
キ
が
あ
る
こ
と
、
ｏ
　
団
体
員
が
各
幟
種
に
多
少
を
問

わ
ず
、
分
散
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
〔
同
上
〕
、
倒
　
女
子
労
働
者
は
も
と
も
と
在
籍
二
一
人
と
ご
く
少
数
で
あ
る
が
、
団
体
員
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
）

人
も
、
い
な
、
い
こ
と
等
の
点
が
、
注
目
せ
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

〔
註
〕
松
島
静
雄
氏
の
「
労
働
杜
会
学
序
説
」
に
拠
れ
ぱ
、
　
「
友
子
」
に
加
入
す
る
の
は
、
原
則
的
に
採
鉱
夫
・
支
桂
夫
・
手
子
箏
の
み
に
隈
ら
れ
、

　
　
　
比
較
的
熟
練
を
要
し
な
い
運
搬
夫
や
、
製
煉
夫
・
選
鉱
夫
の
如
き
坑
外
労
働
者
に
あ
っ
て
は
余
り
見
掛
け
ら
れ
ず
、
雑
夫
の
如
き
も
亦
、
普
通

　
　
　
．
「
半
交
際
」
と
い
わ
れ
、
あ
く
ま
で
本
格
的
な
交
際
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
看
に
論
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
疑

　
　
　
わ
し
い
断
定
だ
と
扮
も
う
。
　
〔
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
雄
別
・
細
倉
等
の
資
料
参
照
〕
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
通
り
、
　
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
は
決
し
て
、

　
　
わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）

強
制
加
盟
で
な
く
、

も
っ
ぱ
ら
希
望
者
だ
け
の
任

　
二
九
（
七
四
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
（
七
五
〇
）

意
加
盟
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
揚
の
よ
う
な
加
盟
・
非
加
盟
の
色
分
げ
に
、
単
な
る
希
望
の
有
無
と
い
う
外
に
、
何
か
別
の
基

調
が
あ
る
か
、
ど
う
か
。
軽
六
に
速
断
で
き
な
い
点
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
　
「
宝
鉱
山
坑
夫
交
際
組
合
昌
係
ル
件
」
の

一
餉
仁
、

　
『
従
業
員
申
組
合
員
ク
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
、
鉱
夫
稼
業
ヲ
以
テ
終
生
ノ
生
業
ト
志
ス
者
卜
称
ス
可
ク
、
従
テ
白
宅
二
於
テ
農
業
等

　
　
ヲ
本
業
ト
ス
ル
者
ノ
子
弟
ハ
多
ク
ハ
組
合
員
ト
ナ
ラ
ズ
、
前
者
昌
於
テ
ハ
他
山
へ
転
稼
ノ
場
合
、
或
ハ
災
厄
時
昌
於
ク
ル
各
種

　
　
ノ
相
互
扶
助
利
益
等
ヲ
考
慮
シ
、
殊
二
則
年
度
昌
於
テ
組
合
員
ト
ナ
レ
ル
者
ガ
早
ク
兄
分
ナ
ル
地
位
ヲ
獲
得
セ
ン
ト
ス
ル
慾
望

　
　
ヨ
リ
ス
ル
勧
誘
モ
大
昌
原
因
シ
、
且
ツ
本
人
モ
鉱
山
昌
稼
グ
以
上
、
組
合
員
ト
ナ
ル
ヲ
当
然
ク
ル
如
ク
思
准
ス
ル
モ
ノ
ノ
如

　
　
シ
』

云
六
と
あ
る
の
が
、
す
こ
ぶ
る
傾
聴
に
値
す
る
。
ほ
ば
、
こ
れ
と
同
様
の
説
明
は
、
筆
者
と
し
て
も
、
歴
訪
し
た
各
鉱
山
の
古
老
か

ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
、
特
に
、
団
体
員
た
る
坑
夫
は
、
そ
れ
以
外
の
も
の
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
巾
が
き
い
た
と
い
テ
。
こ
の
点
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

て
、
久
根
鉱
山
の
機
関
誌
た
る
「
久
根
鉱
山
」
第
七
号
所
載
「
永
年
勤
続
者
座
談
会
」
の
遠
記
録
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

目
く
、

　
△
『
坑
夫
に
は
村
方
と
本
坑
夫
と
あ
っ
て
、
村
方
は
親
分
を
と
っ
て
い
な
い
坑
夫
で
し
た
。
：
・
：
・
』

　
　
『
子
分
に
な
る
に
は
、
飯
場
勤
め
を
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
仕
事
に
行
っ
て
ぎ
て
、
御
飯
を
食
べ
る
と
す
ぐ
飯
場
へ
行

　
　
　
っ
て
勤
め
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
勤
め
が
悪
い
と
、
兄
貴
分
が
棋
話
を
や
い
て
、
　
「
そ
ん
な
勤
め
振
り
で
は
子
分
に
な
れ
ん
」

　
　
　
と
い
う
の
で
、
そ
れ
で
は
困
る
の
で
一
生
懸
命
や
っ
た
も
の
で
す
。
・
…
・
・
』

口
『
親
分
を
と
ら
ず
に
入
っ
た
も
の
は
、
み
じ
め
な
も
の
だ
っ
た
。
村
方
坑
夫
と
い
っ
て
、
ほ
ん
と
に
小
使
み
た
い
な
も
の
だ
っ

’



　
　
　
た
。
…
－
』

　
云
ヵ
と
。
叉
、
以
て
参
照
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
五
〕
、
集
　
　
　
会

　
集
会
は
、
普
通
こ
れ
を
分
っ
て
、
定
期
・
臨
時
の
二
種
と
す
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
年
二
回
乃
至
五
回
の
集
会
を
「
大
集
会
」

〔
叉
は
、
「
山
中
大
集
会
」
乃
至
は
「
定
期
総
会
」
〕
と
呼
び
、
定
期
集
会
は
毎
月
一
回
と
し
、
こ
れ
は
、
単
に
役
員
だ
げ
の
集
会
〔
役

員
集
会
」
で
あ
る
場
含
も
、
す
く
な
く
な
い
。
臨
時
必
要
の
あ
る
場
合
に
、
臨
時
集
会
〔
又
、
「
臨
時
大
集
会
」
〕
を
ひ
ら
く
。
し
か

し
、
こ
れ
は
、
一
般
的
に
い
っ
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
そ
の
持
ち
方
は
か
な
ら
ず
し
も
一
様
で
な
い
。

　
〔
イ
〕
、
大
真
会
〔
叉
ぱ
「
山
中
大
集
会
」
〕

　
　
い
う
ま
で
も
な
く
、
も
っ
と
も
重
大
視
せ
ら
れ
る
。
例
え
ぱ
、
役
員
の
改
選
の
如
き
、
坑
夫
の
取
立
決
定
の
如
き
、
乃
至
は
規

　
　
約
の
改
正
の
如
き
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
こ
の
会
議
に
よ
る
べ
し
と
せ
ら
れ
る
。
　
「
美
唄
炭
山
共
立
友
子
山
申
規
録
」
　
〔
第
十
五
条
〕

　
　
は
、
こ
の
大
集
会
に
麗
し
て
、
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。
目
く
、

　
　
『
山
中
大
集
会
ハ
友
子
交
際
上
最
モ
重
大
ナ
ル
諸
問
題
ヲ
協
議
ス
ル
議
会
ナ
ル
昌
付
、
議
員
当
番
ブ
派
シ
、
集
会
振
レ
致
ス
ベ

　
　
　
キ
昌
付
、
其
ノ
集
会
期
昌
昌
間
違
ヒ
ナ
ク
来
会
ス
ベ
ク
、
集
会
振
レ
ハ
洩
レ
ナ
キ
様
、
一
週
間
前
昌
浴
場
昌
モ
揚
示
致
シ
置

　
　
　
ク
ベ
ク
、
若
シ
集
会
セ
ザ
ル
友
子
ハ
、
大
集
会
決
議
昌
ハ
何
等
異
議
ノ
申
立
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
ム
）

　
　
　
但
シ
大
集
会
振
レ
昌
ハ
議
題
項
目
ヲ
記
載
参
会
ノ
否
ヤ
ノ
捺
印
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
。
』

　
〔
回
〕
、
定
期
集
会

　
　
一
」
れ
は
、
多
く
は
、
毎
月
定
例
的
に
開
催
す
る
が
、
一
に
「
役
員
集
会
」
と
も
呼
ぶ
よ
う
に
、
団
体
員
全
部
の
会
議
と
せ
ず
、

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
括
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
（
七
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
筆
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
七
五
二
）

　
　
役
員
だ
げ
が
集
っ
て
、
山
申
の
庶
務
・
会
計
を
処
理
し
、
そ
の
都
度
案
件
と
な
る
べ
ぎ
事
項
に
っ
ぎ
協
議
す
る
。
こ
の
集
会
に

　
　
つ
い
て
は
、
特
に
こ
れ
を
規
定
し
な
い
も
の
も
、
す
く
な
く
な
い
。
し
か
し
、
規
定
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
、
こ
の

　
　
よ
う
な
集
会
が
持
た
れ
ぬ
と
速
断
は
で
ぎ
な
い
。
げ
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
集
会
は
、
役
員
と
し
て
、
当
然
の
こ
と
と
し

　
　
て
、
あ
え
て
、
規
定
し
な
、
い
場
合
が
推
察
せ
ら
れ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
会
議
の
協
議
事
項
は
、
時
と
し
て
、
更
に
、

　
　
〔
イ
〕
の
大
集
会
に
附
議
し
て
、
審
議
の
上
最
終
的
決
定
を
必
要
と
す
る
。

　
〔
ハ
〕
、
臨
時
真
会
〔
叉
、
　
「
囲
時
大
真
会
」
〕

　
　
臨
時
必
要
の
場
合
の
集
会
で
あ
っ
て
、
役
員
だ
げ
に
よ
り
、
叉
、
全
員
の
参
集
の
上
、
行
う
。
議
題
の
内
容
に
よ
る
区
別
で
あ

　
　
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
具
体
的
に
い
え
ぱ
、
臨
時
に
奉
願
帳
作
成
の
必
要
を
生
じ
た
場
含
の
如
ぎ
、
重
要
視
せ
ら
れ

　
　
た
ら
し
、
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
　
「
友
手
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
機
能
・
経
理
状
況

　
〔
こ
、
　
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
〕
〕
の
機
能

　
も
と
も
と
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
特
質
か
鉱
（
坑
）
夫
の
相
互
救
済
組
織
に
あ
り
と
す
る
以
上
、
そ
の
機
能
と
は
、

シ
」
の
相
互
救
済
が
如
何
に
し
て
、
叉
、
如
何
に
発
揮
せ
ら
れ
た
か
の
点
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
大
別
し
て
、
内
部
的
機
能
と
対
外

的
機
能
と
す
る
。

　
〔
イ
〕
、
内
部
的
機
能

　
　
こ
こ
で
内
部
的
機
能
と
は
、
一
山
の
団
体
員
〔
友
子
〕
相
互
間
の
救
済
の
そ
れ
を
い
う
。
尤
も
、
救
済
と
は
い
う
も
の
の
、
い



わ
ゆ
る
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
祝
馨
菓
の
類
は
も
と
よ
り
、
特
に
傷
病
者
に
対
す
る
暴
を
喜
み
・
隻
奮
の
如
き
あ

つ
て
は
、
当
人
の
み
奮
ず
、
そ
の
家
族
に
ま
で
も
及
ぶ
の
を
普
通
と
す
る
。
そ
の
程
度
は
、
も
ち
ろ
ん
・
各
鉱
か
な
ら
ず
し

も
一
様
で
な
か
つ
た
が
、
次
に
、
佐
渡
の
場
合
に
っ
い
て
こ
れ
を
例
示
し
よ
う
・
す
な
わ
ち
・
こ
こ
で
は
・

Ｈ
、
友
子
緕
婚
の
際
の
祝
儀
は
金
一
円
。

ｏ
、
友
子
内
出
産
あ
る
と
き
の
見
舞
金
五
十
銭
。

８
、
李
死
亡
の
際
、
野
菜
料
一
・
一
と
し
て
金
二
寒
贈
享
る
外
、
李
一
同
で
、
白
米
一
升
づ
っ
を
持
参
す
る
・
一
孝

　
　
の
家
族
死
亡
の
時
は
、
同
じ
く
金
夏
び
白
米
五
合
づ
一
一
。
尤
も
、
十
五
才
以
下
の
李
の
場
合
は
姜
際
で
よ
い
・

働
、
李
が
傷
病
で
休
業
す
る
場
合
は
、
一
週
聞
で
金
二
十
銭
、
二
週
間
で
金
五
十
銭
、
三
週
間
で
金
再
四
週
間
で
苛

　
　
五
十
銭
見
舞
と
し
て
贈
与
す
る
。

帥
、
一
、
一
カ
月
に
及
ん
で
次
お
全
冶
し
な
い
場
含
は
、
役
員
相
談
の
上
特
別
見
舞
金
を
贈
呈
す
る
。
こ
の
際
の
金
額
は
實
の
相

　
　
談
に
て
決
め
る
。
別
に
叉
、

内
、
四
吉
以
上
休
蕃
に
は
、
李
一
人
に
つ
ぎ
、
臭
五
含
づ
つ
寛
舞
と
す
る
。
こ
の
見
舞
米
は
当
姦
が
集
め
会
計

　
　
係
に
渡
す
。
独
身
者
に
て
都
合
あ
し
き
も
の
は
時
価
の
金
額
に
て
金
見
舞
も
妨
げ
な
い
・

胎
、
李
霧
で
入
院
の
場
合
に
は
、
公
傷
私
傷
を
問
わ
ず
、
看
護
料
と
し
て
、
一
是
っ
茎
姦
の
割
で
贈
享
る
・
尤

　
　
も
、
三
力
月
以
上
と
次
り
、
上
揚
の
特
別
見
舞
を
う
げ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
シ
」
れ
を
省
く
。

ケ
り
、
公
私
傷
病
を
問
わ
ず
、
嚢
者
と
し
て
奉
願
帳
及
び
寄
附
帳
嚢
の
鶴
が
あ
一
毒
含
に
は
・
役
員
こ
れ
を
碧
し
・

　
　
撚
る
後
、
大
当
番
が
臨
笑
集
会
を
開
い
て
そ
の
決
を
求
め
た
上
に
て
決
一
疋
し
、
規
定
に
従
い
藷
を
す
る
一
具
体
霊
置

わ
が
国
鉱
業
に
苔
る
「
李
同
盟
一
の
解
体
期
の
憲
一
大
山
一
　
　
　
　
　
…
一
…
五
三
一

■

∴



■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
（
七
五
四
）

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）

　
　
　
は
未
詳
〕
。

尤
も
・
右
の
う
ち
・
嚢
者
蕎
の
袈
が
、
こ
こ
に
問
題
と
す
る
稼
期
に
あ
。
て
、
果
し
て
規
定
通
り
隻
施
苫
れ

た
か
・
ど
う
か
に
つ
い
て
は
・
若
干
の
喬
が
あ
る
。
佐
渡
の
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
団
体
は
、
昭
和
七
年
団
員
の
合

議
に
よ
一
て
・
覆
し
て
い
る
が
・
そ
の
主
因
と
し
て
、
一
昭
和
二
年
欝
保
険
組
合
ノ
竪
ト
共
．
、
、
団
蓉
立
ノ
意
義
ヲ

弱
メ
一
た
こ
と
と
・
こ
の
一
廃
薯
救
蓼
ク
、
経
理
状
態
極
度
一
逓
誓
一
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
事
惜
は
、
弱
体
化

し
っ
っ
も
・
当
時
な
暮
続
し
て
い
た
他
鉱
坑
の
そ
れ
に
あ
一
て
も
、
ほ
と
ん
ど
、
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
・
こ
の
こ
と
は
・
お
そ
ら
く
・
既
述
し
一
組
織
力
の
弱
体
化
の
大
勢
と
ま
さ
し
く
、
表
裏
す
る
事
実
で
あ
つ
た
で
あ
ろ

う
・
手
稲
か
ら
の
報
告
書
の
愛
は
二
・
の
点
に
関
し
て
、
一
嚢
者
救
済
一
創
立
以
童
人
．
。
シ
テ
、
単
身
飯
場
二
居

往
ノ
者
一
坑
夫
・
…
一
廃
薯
－
ナ
ニ
時
、
．
奉
願
帳
作
製
一
意
見
ノ
一
致
ヲ
見
ズ
、
希
望
者
各
個
人
ヨ
リ
集
金
シ
テ
救
済

セ
リ
一
葦
と
あ
る
・
お
も
う
に
・
嚢
者
救
済
は
、
相
互
救
済
の
う
ち
で
、
最
も
肝
心
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
げ
に
、

経
理
状
態
が
遇
遣
し
て
く
れ
ぱ
、
そ
こ
ま
で
手
が
雪
兼
ね
る
と
い
う
の
が
、
実
倍
で
あ
つ
た
馬
違
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
婁
が
・
票
の
驚
婆
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
婁
で
も
な
－
、
そ
れ
篇
時
に
、
こ
の
団
体
の
魅
力
菱
に
外

　
な
ら
な
か
っ
た
。

〔
日
〕
、
対
外
－
的
機
能
〔
浪
人
救
済
〕

右
に
述
一
た
よ
う
な
内
部
的
機
能
の
発
程
よ
一
て
、
李
相
蕎
の
救
済
が
、
あ
る
程
度
の
意
義
を
持
つ
た
こ
と
は
当
然
で

あ
る
が
・
そ
れ
に
も
も
ち
ろ
ん
繋
が
あ
一
て
、
決
し
て
十
分
な
も
の
で
は
あ
り
得
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
欠
を
補
う
た

め
に
採
ら
れ
た
の
が
・
こ
こ
に
い
う
浪
人
祭
で
あ
一
て
、
こ
れ
を
前
者
に
対
比
し
て
対
外
的
機
能
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
衆

∴し
’



知
の
よ
う
に
、
鉱
業
労
働
は
一
般
に
過
酷
且
つ
危
険
性
が
多
い
が
、
そ
の
当
然
の
締
果
と
し
て
、
傷
病
者
の
発
生
が
高
度
で
あ
る
の

が
普
通
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
作
業
能
力
を
喪
失
し
一
生
若
く
は
棉
当
長
期
に
五
っ
て
、
廃
人
化
す
る
も
の

が
す
く
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
内
部
的
な
救
済
が
、
前
項
ケ
り
に
示
し
た
廃
役
者
救
済
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
も
の
の
救
済

は
、
そ
の
負
担
が
大
き
く
、
一
山
隈
り
の
救
済
で
は
到
底
十
全
を
期
し
得
な
い
た
め
、
こ
こ
に
全
国
的
に
各
鉱
山
に
呼
び
か
げ
て
、

共
同
の
負
担
を
以
て
救
済
し
よ
う
と
し
て
採
ら
れ
た
の
が
、
「
．
奉
駁
帳
」
叉
は
「
寄
附
帳
」
の
制
度
で
あ
る
。
「
奉
願
帳
」
は
一
生

の
廃
役
者
に
対
し
、
叉
、
「
寄
附
帳
」
は
柵
当
長
期
に
亙
る
そ
れ
に
対
し
て
、
詮
議
の
上
交
附
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
持
参
し
て
、

〔
尤
も
、
「
寄
附
帳
」
の
方
は
、
二
山
隈
り
』
と
す
る
も
の
が
か
な
り
多
か
っ
た
」
各
鉱
山
を
歴
訪
す
る
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
浪
人
」
で

あ
る
。
　
「
浪
人
救
済
」
と
は
、
来
訪
の
「
浪
人
」
に
対
し
て
、
各
鉱
山
と
し
て
い
わ
ゆ
る
二
宿
一
飯
」
の
恩
義
を
か
げ
、
幾
分
か

の
喜
捨
を
し
て
立
去
ら
し
め
る
仕
組
の
も
の
を
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
廃
役
者
と
し
て
の
指
定
は
、
そ
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、
柵
当
慎
重
で
あ
り
、
す
べ
て
、
特
に
臨
時

の
大
集
会
を
開
い
て
、
そ
の
決
定
を
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
廃
役
者
に
対
す
る
救
済
は
、
そ
の
山
と
し
て
も
、
他
の
救
済
に
比

し
て
、
特
に
鄭
重
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
、
従
っ
て
又
、
こ
の
『
廃
役
者
救
済
』
が
多
げ
れ
ば
、
い
ぎ
お
い
団
体
の
経
理
状
態
が

『
極
度
二
遇
迫
」
す
る
よ
う
な
緒
果
を
惹
ぎ
起
し
や
す
い
の
は
、
ぽ
と
ん
ど
必
然
的
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
機
能
も
棉
当
強
く
、
こ
の
こ
と
が
、
こ
の
極
団
体
の
組
織
力
を
強
か
ら
し
め
る
最
大
の
魅
力
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

シ
」
こ
に
問
題
と
す
る
解
体
に
当
両
し
た
時
期
に
あ
っ
て
、
内
部
的
に
さ
え
、
そ
の
指
定
が
困
難
視
せ
ら
れ
、
結
局
、
そ
れ
が
た
め

に
、
こ
の
団
体
そ
れ
白
体
の
存
続
を
危
か
ら
し
め
る
に
至
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
浪
人
救
済
」
が
有
名
無
実
化
し
た
の
も
、
あ
え
て
、

怪
む
に
足
る
ま
い
。
佐
渡
鉱
山
の
如
き
、
そ
の
昭
和
五
年
七
月
制
定
〔
改
正
一
の
「
友
子
団
体
規
約
」
の
第
一
条
に
一
「
、
一
宿
一
飯
浪

　
　
わ
が
国
鉱
業
ド
拾
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
（
七
五
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
察
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
七
五
六
）

人
来
リ
シ
時
ハ
、
宿
泊
料
ト
シ
テ
金
一
円
ヲ
支
出
ス
、
但
シ
其
人
半
期
昌
一
回
ト
ス
、
再
度
ハ
受
付
ヲ
堅
ク
断
ル
事
』
云
カ
と
規
定

し
な
が
ら
、
そ
の
実
は
『
当
方
昌
浪
人
ノ
出
入
シ
ク
ル
コ
ト
殆
ド
ナ
シ
』
と
、
い
っ
た
実
情
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
シ
」
で
は
、

そ
の
後
、
僅
か
に
二
年
の
昭
和
七
年
に
は
『
廃
役
者
救
済
多
ク
、
経
理
状
態
極
度
二
遇
追
』
し
た
こ
と
を
一
因
と
し
て
、
遂
に

『
全
員
ノ
合
議
昌
ヨ
リ
』
、
団
体
の
解
散
を
断
行
し
て
い
る
。
叉
、
美
唄
の
如
き
に
あ
っ
て
も
『
数
年
来
奉
願
帳
・
寄
附
榎
ヲ
附

与
セ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
叉
他
ヨ
リ
ノ
浪
人
来
宿
等
ノ
事
例
稀
有
ナ
リ
』
と
せ
ら
れ
、
特
に
、
生
野
の
如
き
は
『
殊
昌
大
正
七
、
八
年

頃
ノ
物
価
急
騰
ト
共
二
、
全
国
各
交
際
所
共
経
営
難
こ
陥
リ
ク
ル
模
様
ナ
リ
』
と
概
観
し
、
『
当
交
際
所
ハ
大
正
九
年
春
全
国
友
子

同
盟
ノ
崩
壊
ヲ
見
越
シ
、
全
国
鉱
山
こ
回
章
ヲ
発
シ
テ
、
全
国
的
交
際
ヲ
絶
チ
ク
ル
旨
ヲ
通
告
シ
、
爾
後
山
内
隈
リ
ノ
交
際
共
助
ヲ

為
ス
昌
止
メ
、
今
目
昌
及
』
ん
だ
と
い
う
。
お
も
う
に
、
こ
の
ポ
う
に
し
て
、
シ
」
の
団
体
の
対
外
的
機
能
た
る
「
浪
人
救
済
」
の
機

能
も
、
衰
頽
の
一
途
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
二
〕
、
　
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
の
経
理
状
況

〔
イ
〕
、
経
理
方
法

　
経
理
方
法
と
し
て
は
、
い
、
団
員
か
ら
毎
月
定
額
の
交
際
金
を
徴
収
す
る
外
、
団
員
中
不
幸
が
あ
っ
た
際
に
は
、
そ
の
都
度
、

　
不
幸
金
と
し
て
別
途
徴
収
す
る
も
の
〔
荒
川
〕
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
　
ｏ
、
　
『
前
月
分
ノ
経
費
ヲ
、
各
人
昌
割
当
テ
テ
徴
収

　
ス
ル
』
・
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。
尤
も
、
後
者
に
あ
っ
て
も
、
特
別
支
出
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
臨
時
集
会
を
開
い
て
、

　
そ
の
議
を
経
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
〔
茂
尻
、
自
坑
夫
の
場
合
〕
。

〔
回
〕
、
交
際
金
の
徴
収
〔
取
立
〕

　
交
襟
金
の
徴
収
〔
坂
立
〕
低
、
各
人
平
等
を
原
測
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
若
干
の
例
外
が
あ
り
、
交
擦
三
十
カ
年
以
上



に
わ
た
る
も
の
ば
、
暑
翁
一
一
叉
は
「
老
人
一
一
と
称
し
て
、
こ
れ
を
霞
す
る
の
が
普
警
色
た
・
尤
も
、
こ
れ
に
茎

員
三
名
と
い
づ
た
隈
定
を
す
る
も
の
〔
内
幌
〕
も
あ
っ
た
。
叉
、
「
老
翁
」
以
外
の
役
員
に
対
し
て
も
交
際
金
を
免
除
す
る
も
の

〔
茂
尻
〕
も
あ
り
、
そ
、
、
で
は
、
叉
、
十
五
才
以
下
の
も
の
に
対
し
て
は
半
交
際
と
し
た
。
綱
取
で
も
『
友
子
加
入
者
＝
ア
少

年
、
一
テ
労
役
、
一
堪
ヘ
ザ
ル
者
ハ
交
際
金
丈
ク
半
額
ト
ス
』
と
規
定
し
た
が
〔
昭
和
八
年
士
万
の
「
綱
坂
鉱
山
同
盟
友
子
交
際
規
約
」

第
九
条
〕
、
た
だ
「
少
年
」
と
あ
る
だ
げ
で
年
齢
の
明
記
を
欠
い
て
い
る
。
序
な
が
ら
こ
れ
に
関
連
し
て
・
『
少
年
昌
シ
テ
労
役

．
一
堪
ヘ
ザ
ル
者
卜
云
共
、
友
子
ノ
捨
弟
〔
舎
弟
の
意
か
〕
持
チ
ク
ル
者
ハ
一
人
前
ノ
交
際
金
ヲ
ス
ル
事
』
と
あ
る
の
は
・
す
く
な

く
と
も
、
、
」
の
よ
う
な
該
当
者
の
存
在
が
予
想
せ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
、
問
題
視
せ
ら
れ
よ
う
。

　
な
お
、
小
、
の
交
際
金
の
徴
収
〔
坂
立
〕
は
、
ほ
と
ん
ど
団
体
と
し
て
自
主
的
に
行
わ
れ
た
が
、
若
干
の
鉱
山
で
は
・
経
営
当

局
に
よ
つ
て
代
行
せ
ら
れ
、
各
自
の
稼
賃
金
か
ら
引
去
ら
れ
て
い
た
〔
生
野
・
躬
延
・
紬
倉
・
宝
筆
〕
。
例
え
ぱ
、
宝
で
は
・
会

費
螢
収
方
法
と
し
て
、

『
毎
月
其
ノ
月
．
一
於
テ
、
救
済
事
故
．
一
対
シ
支
出
セ
ル
金
額
ヲ
、
全
組
含
員
二
割
当
、
之
ヲ
交
際
組
含
会
計
担
当
者
ノ
名
儀
ヲ

以
テ
、
鉱
山
会
計
係
、
一
依
頼
シ
、
各
白
ノ
稼
賃
金
申
ヨ
リ
引
去
リ
居
レ
リ
』

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
本
杜
か
ら
、

『
此
種
任
意
的
団
体
ノ
会
費
ヲ
、
鉱
山
．
一
於
テ
賃
金
ヨ
リ
控
除
叢
ス
ル
ガ
如
キ
一
、
不
識
一
ノ
間
一
・
同
犀
ヲ
支
援
ス
ル

ガ
如
キ
緒
果
ト
ナ
リ
不
面
白
、
適
当
機
会
二
右
取
扱
ハ
廃
止
可
然
カ
〔
控
除
徴
収
ヲ
廃
ス
レ
バ
・
恐
ラ
ク
財
政
不
安
定
ト
ナ
リ
「
団
体

ハ
自
然
消
滅
二
至
ル
ベ
シ
〕
』

云
六
と
き
び
し
く
批
判
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
本
杜
当
局
の
基
本
方
針
が
う
か
が
わ
れ
て
・
注
目
に
値
す
る
〔
一
」
の
点
に
関
し
て

　
わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
七
五
七
）

一
，

榊干

一
，



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
七
五
八
）

　
は
、
な
扮
後
述
参
照
〕
。

　
　
更
に
叉
、
シ
」
の
交
際
金
の
不
納
者
は
、
こ
れ
を
除
名
処
分
に
附
す
る
と
の
規
定
は
、
団
体
の
維
持
存
続
上
か
ら
み
て
、
む
し

　
ろ
当
然
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
、
　
『
毎
月
ノ
交
際
費
ノ
滞
納
ハ
義
兄
弟
其
他
身
内
ノ
者
〔
註
、
す
な
わ
ち
、
親
分

　
子
分
兄
弟
分
等
の
関
係
に
連
な
る
も
の
〕
ニ
テ
負
担
ス
ル
事
』
昭
和
士
奉
八
月
当
時
現
行
の
〔
「
宝
鉱
山
坑
夫
交
際
規
約
」
第
五
条
〕
が
、

　
ほ
と
ん
ど
慣
行
的
に
行
わ
れ
て
、
実
際
に
除
名
処
分
に
附
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
余
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
尤
も
、

　
実
際
に
は
・
不
納
者
に
対
し
て
、
直
ち
に
除
名
処
分
に
附
せ
ず
、
交
際
人
と
し
て
の
特
典
の
享
受
〔
例
え
ば
、
病
気
．
負
傷
．
不

　
幸
等
に
対
か
る
救
済
〕
を
停
止
す
る
方
法
が
採
ら
れ
た
。

〔
ハ
〕
、
経
理
状
況

　
さ
ぎ
に
も
引
例
し
た
が
、
佐
渡
で
は
、
　
「
廃
役
者
救
済
多
ク
、
経
理
状
態
極
度
二
遇
遣
シ
、
』
こ
れ
が
主
因
と
な
っ
て
、
昭
和

　
七
年
に
は
遂
に
『
団
員
ノ
合
議
二
依
リ
解
散
』
し
て
し
ま
つ
て
い
る
。
事
惜
は
、
他
の
鉱
山
の
そ
れ
に
あ
つ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
異

　
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
ら
し
く
、
美
唄
な
ど
で
も
『
月
ヵ
ノ
交
際
費
収
入
ハ
支
出
二
遣
ハ
レ
、
殆
ン
ド
余
剰
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
・
模
様
』

　
と
み
ら
れ
・
か
く
て
、
　
一
、
従
来
、
不
納
者
〔
交
際
金
〕
続
出
ス
ル
ニ
鑑
ミ
、
今
後
三
ケ
月
間
不
納
シ
ク
ル
交
際
人
、
一
対
シ
テ
ハ
、

　
病
気
・
負
傷
並
二
不
幸
ヲ
生
ジ
ク
ル
共
、
山
中
ト
シ
テ
ハ
絶
対
二
其
ノ
願
出
二
応
ゼ
ザ
ル
事
』
　
〔
昭
和
七
年
一
月
「
第
五
区
両
友

　
子
会
規
約
」
附
則
）
が
、
山
中
大
集
会
に
お
い
て
決
議
せ
ら
れ
る
始
末
と
な
っ
た
。

　
　
尤
も
、
帳
簿
上
の
実
際
を
み
れ
ぱ
、
例
え
ば
、
生
野
の
支
山
明
延
の
場
合
に
つ
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
収
入
一
、
七
七
五
呈
五
輔
廿
二
篶
交
際
人
一
リ
徴
篇

　
　
支
山
…
一
　
一
、
七
七
三
、
七
七



○

内
訳
　
　
　
　
七
三
五
円
五
〇

三
〇
〇
、

　
九
九
、

二
二
、

　
二
四
、

　
二
七
、

　
六
六
、

　
一
八
、

三
五
六
、

二
四
、

二
九

三
八

五
〇

二
〇

七
〇

五
〇

〇
〇

二
〇

三
〇

廃
役
者
五
人
分
救
済
金

傷
病
休
業
者
百
五
十
六
人
分
見
舞
金

交
際
人
二
人
、
同
家
族
四
十
六
人
死
亡
香
焚

出
征
軍
人
三
十
五
人
、
解
雇
退
山
者
三
十
三
人
幾
別

浪
客
人
三
十
人
宿
汕
料
、
付
合
金

取
立
式
諾
費

大
当
番
二
人
、
中
当
番
四
人
分
手
当

　
　
　
（
モ
恥
ノ
マ
マ
）

交
際
所
一
ケ
年
分
手
当

総
会
費
二
同
分

諸
用
紙
其
他
雑
費

　
収
支
差
引
残
金
　
　
　
一
町
九
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

と
あ
る
よ
う
に
、
一
応
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
　
一
一
前
月
分
ノ
経
費
ヲ
、
各
人
二

割
当
テ
テ
徴
収
ス
ル
』
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
、
当
然
の
結
果
に
外
な
ら
ず
、
決
し
て
、
こ
れ
を
以
て
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
、
経
理
状
沈
が
申
分
な
し
と
い
い
う
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
　
『
所
有
財
産
ナ
シ
』
と
い
う
も
の
が
か

な
り
多
く
、
前
述
佐
渡
の
如
き
が
、
解
散
当
時
僅
か
に
『
残
金
二
円
三
十
銭
ア
リ
シ
モ
、
郷
散
式
ノ
飲
食
費
二
充
当
セ
リ
』
と

あ
る
の
は
別
と
す
る
も
、
不
動
産
の
あ
る
も
の
な
ど
、
皆
無
で
、
現
金
と
し
て
も
、
憧
犬
数
円
乃
至
数
十
円
程
度
を
有
す
る
に

過
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
い
う
に
足
ら
な
か
っ
た
点
か
ら
も
、
推
察
に
難
く
な
い
。

　
わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
七
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
挙
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
七
六
〇
）

巾

　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
鉱
山
当
局
の
「
友
子
団
体
」
「
〔
友
子
同
盟
」
」
対
策

　
鉱
山
当
局
の
「
友
子
団
体
」
　
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
対
策
と
し
て
は
、
簡
単
に
『
対
策
ナ
シ
』
と
い
う
も
の
の
外
、
大
別
し
て
、
〔
一
〕

成
行
き
に
任
昔
放
任
す
る
も
の
〔
二
〕
、
あ
る
程
度
弱
体
化
を
策
し
っ
っ
も
、
む
し
ろ
、
白
然
消
減
を
ま
っ
と
す
る
も
の
〔
三
〕
、
消
減

に
や
や
積
極
策
を
採
る
も
の
等
が
あ
る
。

　
〔
こ
、
成
行
き
に
任
せ
放
任
す
る
も
の

　
こ
れ
に
も
、
根
本
的
に
見
解
を
異
に
す
る
二
っ
の
立
場
が
あ
る
こ
と
が
、
ま
ず
注
目
せ
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、
荒
川
の
如
く
、
　
『

漸
次
組
織
ヲ
喪
失
シ
ツ
ツ
ア
ル
ノ
現
状
こ
シ
テ
、
一
路
衰
退
ノ
傾
向
ヲ
辿
リ
ツ
ツ
ァ
ル
ヲ
以
テ
』
、
　
『
其
ノ
成
行
二
放
置
セ
リ
』
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
別
に
叉
、
綱
取
の
如
き
は
、
　
『
当
団
体
ガ
解
散
ス
ル
ガ
如
キ
事
想
像
シ
得
ザ
ル
処
ナ
リ
』
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ト
ノ
マ
マ
）

　
『
現
状
ヲ
以
テ
セ
バ
、
何
等
会
杜
運
営
ノ
上
ユ
矛
盾
ス
ル
処
ナ
ク
、
寧
口
給
済
制
度
ノ
届
カ
ザ
ル
点
、
例
ヘ
バ
重
症
者
ノ
移
送
、
葬

儀
当
番
等
昌
労
務
者
ノ
実
生
活
昌
却
シ
ク
ル
方
法
ヲ
執
ル
点
モ
ア
ル
昌
付
、
之
レ
ヲ
破
壊
ス
ル
方
策
ヲ
採
ル
昌
於
テ
ハ
徒
ラ
昌
刺
戟

　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ト
ノ
マ
マ
）

ス
ル
ノ
、
・
・
ナ
ラ
ズ
、
実
ア
ツ
テ
益
ナ
キ
モ
ノ
ト
思
く
ル
故
昌
、
寧
口
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
、
輿
セ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
シ
テ
、
芙
ノ

動
静
昌
注
意
ヲ
怠
ラ
ズ
、
一
方
協
和
会
等
ノ
施
設
充
実
並
昌
其
ノ
運
用
昌
依
リ
、
教
養
向
上
ヲ
之
レ
努
メ
バ
、
当
団
体
ノ
存
在
ハ
深

ク
意
ト
ス
ル
昌
足
ラ
ズ
』
と
、
い
っ
た
見
解
が
あ
り
、
叉
、
宝
の
如
ぎ
も
、
　
『
組
合
ソ
ノ
モ
ノ
』
が
『
単
純
ナ
ル
相
互
交
際
及
相
互
救

済
ノ
隣
保
関
係
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
儘
存
置
セ
シ
ム
ル
モ
、
何
等
危
耀
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
考
ヘ
ラ
ル
』
と
し
、
組
合
員
の
教
化
は
必
要
だ

と
も
し
て
い
る
が
、
彼
等
の
考
え
方
が
『
現
在
迄
永
ク
継
績
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
直
チ
昌
之
ヲ
廃
止
ス
ヘ
シ
ト
ス
ル
』
も
の

な
く
、
　
『
古
キ
伝
統
ノ
親
分
子
分
ノ
習
慣
昌
ヨ
リ
、
会
杜
ノ
施
設
ノ
・
・
二
任
セ
ル
事
ハ
交
際
ノ
仁
義
立
ク
ザ
ル
感
ジ
ア
リ
』
と
い
っ

」
’“

｛



た
も
の
で
あ
る
以
上
、
た
と
い
説
得
し
て
も
、
容
易
に
廃
絶
を
肯
ん
ず
る
筈
な
し
と
し
て
、
こ
の
見
地
か
ら
『
組
含
昌
対
シ
積
極
的

昌
廃
止
ス
ル
様
働
キ
掛
ク
ル
事
困
難
ナ
ル
ベ
シ
』
云
カ
と
報
告
し
て
い
る
。

　
〔
二
〕
、
あ
る
程
度
弱
体
化
を
策
し
つ
つ
も
、
む
し
ろ
、
白
然
消
減
を
ま
つ
と
す
る
も
の

　
こ
れ
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
げ
る
団
体
勢
力
の
強
弱
に
よ
っ
て
、
考
え
方
に
幾
分
の
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
あ
る
程

度
弱
体
化
の
進
ん
だ
も
の
に
あ
っ
て
は
、
　
「
協
和
会
」
〔
会
杜
と
し
て
設
立
の
互
助
的
機
関
〕
の
運
営
活
動
を
促
進
す
る
シ
」
と
に
よ
っ
て
・

『
同
団
体
ガ
旧
時
代
ノ
遺
物
ク
ル
事
ヲ
漸
次
認
識
セ
シ
ム
ル
方
針
』
　
〔
綱
倉
〕
に
よ
っ
て
、
自
然
消
滅
を
待
つ
と
し
・
事
実
と
し
て
・

美
唄
の
如
ぎ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方
策
が
奏
数
し
、
現
在
僅
か
に
そ
の
名
を
と
ど
め
る
に
過
ぎ
な
い
と
て
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い

る
。

『
友
子
団
体
ハ
相
当
弊
害
ヲ
誘
敦
シ
、
労
務
統
制
上
支
障
ヲ
生
ジ
面
白
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
当
所
ハ
夙
昌
其
ノ
頽
勢
ヲ
図
リ
、
親
和

　
会
〔
協
和
会
ノ
前
身
〕
創
立
、
健
康
保
険
法
施
行
等
、
一
ヨ
リ
、
相
当
有
利
転
換
ノ
便
ト
ナ
シ
、
白
Ｈ
然
消
減
ヲ
策
シ
ク
ル
精
果
・
現

　
在
僅
カ
．
一
莫
ノ
名
ヲ
ト
ド
ム
ル
。
一
不
過
、
終
焉
昌
近
キ
ガ
如
キ
惜
勢
二
↓
到
リ
』

云
六
と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
他
方
、
友
子
団
体
〔
「
友
子
同
盟
」
〕
を
以
て
、
　
『
ヤ
ヤ
モ
ス
レ
バ
薩
業
所
卜
対
抗
的
存
在
ク
ル
オ
ソ
レ
ア
ル
』
も
の
と

し
〔
雄
別
の
支
山
大
律
内
〕
、
叉
『
四
囲
ノ
状
沈
、
音
目
ノ
遺
風
今
荷
相
当
根
強
ク
』
、
　
『
急
激
二
之
ヲ
弾
圧
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
・
却
テ

間
題
惹
起
ノ
虞
ア
リ
』
　
〔
雄
別
〕
云
ヵ
、
更
に
は
『
従
来
ヨ
リ
ノ
久
シ
キ
歴
史
卜
伝
統
ミ
堵
ハ
レ
タ
ル
役
付
級
ノ
モ
ノ
ハ
・
案
外
根

強
ク
之
．
一
執
着
ヲ
有
シ
、
叉
一
方
弊
害
ノ
些
シ
テ
認
ム
ベ
キ
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ョ
リ
、
今
直
二
之
二
弾
圧
ヲ
加
フ
ル
ハ
、
却
ツ
テ
平
地
昌

波
乱
ヲ
引
起
ス
ノ
虞
レ
ァ
ル
ベ
キ
ヲ
顧
慮
』
〔
手
稲
〕
と
い
っ
た
見
地
か
ら
、
こ
の
方
策
を
採
り
つ
つ
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
・

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
括
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
七
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
（
七
六
二
）

当
面
の
問
題
考
察
上
、
注
目
せ
ら
れ
る
。

　
〔
三
〕
、
消
滅
に
や
や
積
極
策
を
採
る
も
の
　
　
　
　
　
。

　
こ
れ
に
も
、
そ
の
方
策
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
も
と
よ
り
、
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ぱ
、
生
蝉
の
如
き
で
は
、
極
力
、
統
制
．
干

渉
を
試
み
、

『
統
制
上
、
交
際
所
ノ
会
合
等
ハ
必
ズ
事
前
二
届
出
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ト
共
二
、
鉱
山
係
員
モ
必
ズ
之
二
臨
席
シ
、
愉
経
営
二
関
シ
テ

　
ハ
常
昌
労
務
係
卜
連
絡
セ
シ
メ
、
万
遺
漏
ナ
キ
ヲ
期
セ
リ
。

　
愉
ホ
現
在
ハ
之
ニ
ョ
リ
テ
特
二
弊
害
等
ヲ
認
メ
ズ
ト
難
モ
、
畷
二
存
在
ノ
要
ヲ
認
メ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
経
営
．
一
関
シ
テ
ハ
充
分

　
注
意
シ
、
機
ヲ
見
テ
漸
時
解
散
セ
シ
ム
ル
様
指
導
ノ
方
針
ナ
リ
』

云
ヵ
と
せ
ら
れ
、
．
茂
尻
に
あ
っ
て
は
、
　
『
団
体
一
切
ノ
集
会
行
事
二
対
シ
テ
不
認
方
針
』
が
採
ら
れ
、
叉
、
　
『
新
採
用
者
．
一
対
シ
テ
、

入
会
セ
ザ
ル
事
ヲ
採
用
条
件
ト
ス
』
る
と
い
っ
た
方
策
に
よ
り
、
消
滅
を
促
進
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。

七
、
む

す
　
　
び

　
以
上
、
三
菱
本
杜
文
書
に
依
拠
し
て
、
　
「
わ
が
国
鉱
業
に
お
げ
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
」
に
関
し
て
、
一
考
察
を
試

み
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
、
シ
」
れ
に
若
干
を
補
説
し
て
、
む
す
び
に
か
え
よ
う
。

　
筆
者
と
し
て
は
、
三
菱
本
杜
文
書
に
基
づ
き
、
こ
の
調
査
の
実
施
せ
ら
れ
た
昭
和
十
二
年
を
前
後
と
す
る
時
期
を
以
て
、
　
「
友
子

同
盟
」
の
解
体
期
と
み
な
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
妥
当
か
否
か
が
、
ま
ず
、
問
題
と
せ
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
本
稿
依
拠
資

料
が
、
単
な
る
三
菱
傘
下
の
諸
鉱
坑
の
そ
れ
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
厳
密
に
こ
れ
を
か
く
規
定
づ
け
る
こ
と
は
、
遠
慮
し
な
く
て



は
な
ら
ず
、
他
の
諸
鉱
坑
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
が
そ
う
だ
と
断
定
す
べ
ぎ
で
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、

こ
こ
に
問
題
と
し
た
「
友
子
同
明
皿
」
と
、
ほ
ぼ
表
裏
一
体
的
な
関
連
を
持
っ
た
「
飯
場
制
度
」
そ
の
も
の
の
命
運
が
、
大
体
に
お
い

て
、
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
頭
に
か
け
て
衰
碩
し
は
じ
め
、
ほ
ぽ
同
じ
時
期
を
解
体
期
と
し
た
こ
と
か
ら
推
し
て
、
蟹
冒
し
て
、
あ

る
程
度
、
規
模
の
大
ぎ
な
鉱
坑
に
あ
っ
て
は
、
本
稿
で
関
説
し
た
三
菱
傘
下
講
鉱
坑
の
そ
れ
と
、
ほ
ぽ
事
情
を
一
に
し
た
と
み
て
、

お
そ
ら
く
、
謬
り
で
な
か
ろ
う
と
お
も
う
。

　
た
だ
、
木
稿
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
全
体
と
し
て
解
体
期
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
う
ち
に
も
、
例
外
的
に
、
茶
干
の
も
の
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
組
織
力
・
労
働
者
の
関
心
そ
の
他
の
諸
方
両
か
ら
み
て
、
な
お
、
強
力
と
み
る
べ
き
存
在
が
あ
っ
た
が
、
一
般
的
に
み

て
も
、
主
と
し
て
、
小
規
模
鉱
坑
に
あ
っ
て
は
、
あ
る
程
度
そ
の
よ
う
な
実
熊
が
う
か
が
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
事

例
と
し
て
、
次
に
、
南
沢
か
ら
の
報
告
書
に
基
づ
ぎ
、
こ
れ
に
隣
接
し
た
日
坂
・
吉
野
両
鉱
山
に
お
げ
る
実
態
を
示
し
、
併
せ
て
、

そ
れ
ら
に
影
響
せ
ら
れ
た
と
い
う
同
鉱
山
当
時
の
実
状
を
紹
介
し
て
お
ト
」
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
目
坂
鎮
山
は
、

当
時
従
業
員
僅
か
二
十
五
人
と
い
う
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
二
年
八
月
、
一
部
の
古
参
坑
夫
の
首
唱
に
よ
っ
て
、
十
二
、

三
人
の
坑
夫
達
が
協
議
し
た
結
果
、
山
中
箱
元
と
称
し
て
、
こ
の
組
織
を
樹
立
し
、
部
落
の
旅
人
宿
を
交
際
所
と
し
て
、
　
コ
父
際
規

録
」
　
〔
註
、
原
文
の
ま
ま
。
詳
し
く
は
、
「
目
坂
鉱
山
友
子
交
際
規
録
」
と
い
う
。
全
二
十
四
条
よ
り
成
る
〕
を
も
作
成
し
て
、
新
ら
し
く
出
発

し
た
。
間
も
な
く
、
　
ｐ
従
業
員
二
十
五
名
申
、
坑
内
稼
働
者
全
部
加
入
』
し
、
団
員
は
二
十
入
と
な
り
、
な
お
、
従
業
員
の
増
加
と

共
に
、
漸
増
の
勢
い
に
あ
っ
た
が
、
会
杜
側
と
し
て
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
　
『
他
二
悪
傾
向
モ
無
ヶ
レ
バ
成
行
昌
任
セ
黙
認
シ
』
て

い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
一
一
丙
襲
二
囚
ヘ
ラ
レ
ク
ル
行
動
ト
テ
、
交
際
費
〔
毎
月
十
銭
〕
等
モ
、
確
実
二
集
マ
ル
様
子

ニ
テ
、
目
ハ
浅
ク
浪
人
廃
役
者
等
ノ
来
訪
モ
ナ
ク
、
経
壊
状
沈
モ
四
満
遂
行
ノ
状
態
ナ
リ
「
ヒ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
吉
野

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
括
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
七
六
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
察
四
巻
・
祭
五
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
七
六
四
）

鉱
山
で
も
、
こ
の
よ
う
な
組
織
樹
立
を
唱
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
未
だ
成
立
に
は
至
ら
ぬ
。
し
か
し
、
『
早
晩
設
瞥
ノ
機
運
二
有
リ
』

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
隣
接
鉱
山
に
お
げ
る
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
当
南
沢
鉱
山
に
も
波
及
し
っ
っ
あ
っ
た
。
こ
の
南
沢
と
い
う
の
は
、
昭

和
十
牛
七
月
、
前
所
有
者
〔
清
野
某
〕
か
ら
、
三
菱
傘
下
に
帰
属
し
た
ば
か
り
の
も
の
で
、
当
時
〔
昭
和
十
二
年
九
月
〕
在
籍
労
働
者
七

十
四
人
の
一
小
鉱
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
昭
和
十
二
年
春
、
二
十
五
人
の
も
の
が
首
唱
し
て
、
互
助
会
な
る
会
を
組
織
し
た
い
と
申

出
で
た
が
、
　
『
当
山
．
一
ハ
法
律
、
一
ヨ
ル
扶
功
規
則
有
リ
、
又
、
健
康
保
険
法
、
退
職
手
当
法
等
ノ
適
用
そ
亦
有
テ
、
扶
助
救
済
等
昌

ハ
充
分
ナ
ル
制
度
有
レ
パ
、
其
レ
以
上
ノ
必
要
モ
認
メ
ラ
レ
ズ
、
健
康
保
険
法
ノ
如
キ
ハ
、
相
亙
扶
功
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
二
重
ノ
交

際
ト
ナ
ル
所
以
ヲ
説
』
い
て
、
見
合
せ
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
前
記
の
如
き
日
坂
で
の
事
態
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
再
度
の
出
願
に
及

ん
だ
が
、
　
『
各
白
ノ
交
際
ハ
拒
否
セ
ザ
ル
モ
』
、
会
杜
と
し
て
は
認
か
難
い
と
し
て
説
得
し
た
緒
果
、
当
分
見
含
せ
の
こ
と
と
な
っ

た
。
た
だ
、
実
情
と
し
て
は
、
な
お
、
　
『
友
子
交
際
者
中
昌
ハ
鉱
山
業
ミ
従
事
ス
ル
以
上
、
友
子
ノ
関
係
ハ
断
チ
難
ク
、
他
山
ト
ノ

交
際
モ
致
方
ナ
シ
ト
ノ
観
念
ヲ
固
持
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
』
み
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
尤
も
、
右
に
挙
例
し
た
よ
う
な
事
態
は
、
全
体
と
し
て
み
て
、
当
時
を
以
て
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
と
す
る
こ
と
の
反
証
と
な

り
う
る
か
、
ど
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
な
お
、
ひ
ろ
く
験
証
し
て
の
暫
言
が
で
き
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
、
そ
れ
は
、
そ
う
で
な
、
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
、
単
に
、
個
ヵ
の
小
規
模
鉱
坑
で
の
、
散
在
的
な
事
態
た
る

に
止
ま
り
、
大
勢
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
古
い
組
織
は
、
当
時
と
し
て
、
も
は
や
解
体
期
に
あ
っ
た
こ
と
と
み
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
体
の
過
程
を
、
ほ
ぽ
決
定
的
に
促
進
し
た
も
の
は
、
あ
た
か
も
こ
の
調
査
と
ほ
と
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
た

日
華
事
変
の
勃
発
、
引
続
い
て
の
第
二
次
世
界
大
戦
え
の
拡
大
・
遼
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
の
遼
行
そ
の
も
の
で
あ

－



っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
応
は
そ
の
機
能
の
維
持
存
続
の
た
め
の
努
力
が
、
救
済
金
の
増
額
等
の
形
で
、
団
体
員
自
ら
の
力
で
払
わ
れ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
努
力
も
、
畢
寛
、
ほ
と
ん
ど
無
力
と
い
う
に
ち
か
か
っ
た
。
し
か
も
、
他
方
に
お
い
て
、

「
友
子
同
盟
」
の
よ
う
な
相
亙
救
済
を
主
な
機
能
と
す
る
団
体
の
存
在
意
義
は
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
す
で
に
早
く
、
「
鉱
業
法
」
〔
明

治
三
八
年
制
定
〕
乃
至
は
「
鉱
夫
労
役
扶
功
規
則
」
　
〔
大
更
五
年
制
定
一
等
の
制
定
・
改
正
に
よ
っ
て
、
な
お
、
不
十
分
な
が
ら
、
と
も

か
く
も
、
労
働
者
の
保
護
救
済
が
漸
次
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
お
の
ず
か
ら
、
減
退
し
っ
っ
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
同
じ
く
欽
業
労
働
者
の
緒
合
組
織
で
あ
る
飯
場
制
度
が
、
飯
場
頭
た
る
親
方
を
申
心
と
し
た
一
個
の
労

働
組
織
と
し
て
、
あ
る
程
度
弱
体
化
し
っ
つ
も
、
そ
の
命
脈
を
永
く
敗
戦
時
、
若
く
は
一
部
で
は
、
そ
れ
以
後
に
ま
で
保
持
し
つ
づ

８
）

け
た
の
と
、
お
の
ず
か
ら
異
る
ゆ
え
ん
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
亦
、
そ
の
残
影
的
存
在
は
、
極
め
て
稀
有
と

は
い
え
、
今
日
な
お
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
目
立
鉱
山
山
申
友
子
交
際
会
」
の
如
き
が
、
ま
さ
し
く
、
そ
れ
で
あ
っ
て
、

約
七
百
人
程
の
団
体
員
を
擁
し
、
友
好
親
睦
的
団
体
と
し
て
、
そ
の
存
在
意
義
を
持
ぢ
っ
づ
げ
て
い
る
こ
と
が
、
注
目
せ
ら
れ
る
。

は
じ
め
筆
者
が
、
ン
」
の
存
在
を
聞
か
さ
れ
た
と
ぎ
、
戸
」
れ
は
、
資
本
家
の
御
用
団
体
と
し
て
、
新
興
勢
力
た
る
労
働
組
合
に
よ
る
、
い

わ
ゆ
る
労
働
攻
勢
に
対
し
て
、
一
種
の
防
波
堤
の
役
割
を
持
つ
存
在
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
、
直
接
、
現
地
で
関
係

９
）

者
か
ら
聞
く
に
、
そ
れ
は
、
全
く
の
誤
解
で
あ
っ
て
、
彼
等
団
体
員
も
、
も
と
よ
り
、
労
働
組
合
員
で
あ
り
、
労
働
組
合
の
存
在
意

義
は
充
分
に
認
識
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
等
が
、
こ
れ
と
別
個
に
、
こ
の
よ
う
な
組
織
を
持
ち
つ
づ
げ
て
い
る
の
は
、

新
興
の
労
働
組
合
と
い
っ
た
組
織
の
う
ち
に
欠
げ
て
い
る
旧
来
の
情
誼
的
・
友
好
的
な
持
味
え
の
強
い
ノ
ス
ク
ル
ジ
ァ
に
外
な
ら
ぬ

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
聞
げ
ぱ
、
そ
の
気
持
は
わ
か
ら
ぬ
わ
げ
で
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
、
本
来
、
相
互
救
済
を
主
な
機
能
と
し
た
こ
の
よ

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
七
六
五
）

皿
山…



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
七
六
六
）

う
な
組
織
が
、
す
で
に
そ
の
機
能
が
、
ほ
と
ん
ど
有
名
無
実
化
し
た
後
に
も
、
な
お
存
続
し
っ
つ
あ
る
ゆ
え
ん
を
、
そ
・
」
に
見
出
し

う
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
　
「
友
子
同
明
皿
」
と
労
働
組
合
と
は
、
異
質
的
な
存
在
と
い
う
べ
く
、
単
に
、
前
者
を
封
建
的
な
、
後
者

を
近
代
的
汰
組
織
と
だ
げ
、
割
り
切
っ
て
し
ま
え
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
感
得
せ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
五
五
・
九
・
二
八
、
早
暁
〕

　
一
、
拙
稿
「
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
肯
け
る
封
建
性
と
毅
方
揃
度
」
　
〔
「
立
命
館
縫
済
学
」
第
三
巻
四
号
〕
、
同
「
わ
が
国
鉱
業
〔
金
属
〕
に
お
け
る

　
　
　
親
方
禰
度
の
解
体
過
程
」
〔
「
立
命
館
経
済
学
」
繁
四
巻
一
号
〕
、
　
同
「
高
島
炭
坑
に
見
る
明
治
前
期
の
親
方
制
度
の
実
態
」
〔
「
立
命
館
経
済

　
　
　
学
」
第
四
巻
二
号
〕
、
同
「
わ
が
国
鉱
業
〔
石
炭
〕
に
扮
け
る
毅
方
制
度
の
解
体
遇
程
」
〔
「
立
命
館
経
済
学
」
第
四
巻
三
芳
〕
等
参
照
。

　
二
、
拙
著
「
目
本
労
働
関
係
の
特
質
」
一
一
六
頁
以
下
参
照
。

　
三
、
拙
稿
「
わ
が
国
鉱
業
〔
金
属
〕
に
扮
け
る
親
方
制
度
の
解
体
過
程
」
　
〔
一
ｉ
立
命
館
総
済
学
」
第
四
巻
一
号
〕
。

　
四
、
　
「
目
本
鉱
業
溌
達
史
」
上
巻
二
八
頁
に
そ
の
一
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
五
、
松
島
静
雄
氏
に
ょ
れ
ば
『
大
正
期
に
入
る
と
と
も
に
漸
次
衰
減
へ
の
動
き
を
見
せ
は
じ
め
る
』
　
〔
同
氏
著
「
労
働
杜
会
学
序
説
」
四
二
〇
頁
〕

　
　
　
と
い
う
。

　
六
、
松
島
氏
「
労
働
杜
会
学
序
説
」
二
二
三
貝
以
下
参
照
。

　
七
、
　
「
久
根
鉱
山
」
　
〔
「
久
根
鉱
業
所
機
関
誌
」
第
七
号
〔
駅
和
二
七
年
一
月
一
目
暑
〕
。

　
八
、
拙
稿
「
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
拾
け
る
封
建
性
と
親
方
制
度
」
「
立
命
館
経
、
済
学
」
箪
三
巻
四
号
、
そ
の
他
の
諾
稿
参
照

　
九
、
　
「
目
立
鉱
山
本
山
交
際
事
務
所
」
阿
久
津
小
太
郎
氏
談
。

　
　
　
　
な
括
、
こ
の
目
立
鉱
山
山
中
友
子
交
際
会
の
規
約
〔
昭
和
二
六
年
八
月
現
行
〕
は
、
　
『
本
会
ハ
友
子
会
員
ノ
信
条
ト
友
愛
二
基
イ
テ
、
相
互

　
　
　
扶
助
ノ
精
神
ヲ
伸
長
シ
、
会
員
相
互
ノ
親
睦
・
作
業
技
術
ノ
進
歩
改
善
ヲ
図
リ
、
生
産
ノ
向
上
二
努
メ
、
以
テ
目
立
鉱
山
ノ
民
主
的
発
展
ノ
興

　
　
　
隆
二
寄
与
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
ル
』
　
〔
第
；
皐
総
則
、
第
二
条
〕
云
々
と
い
っ
た
、
あ
る
程
度
新
昧
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
の

　
　
　
内
容
は
、
な
拾
、
多
く
の
点
で
、
旧
態
を
残
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
拾
い
て
、
　
「
友
子
同
盟
」
規
約
の
最
後
に
ま
で
残
っ
た
も
の
と

　
　
　
し
て
、
注
目
に
値
す
る
か
ら
、
参
考
の
た
め
に
、
そ
の
主
な
も
の
を
次
に
摘
載
し
て
拾
く
。
な
射
、
こ
の
際
、
こ
の
好
個
の
資
料
を
わ
ざ
わ
ざ

　
　
　
恵
投
せ
ら
れ
た
阿
久
津
小
太
郎
氏
の
御
拝
意
を
深
謝
す
る
。



○
本
会
ハ
目
立
鉱
山
及
諏
訪
紘
山
二
居
住
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
所
定
ノ
方
法
二
依
リ
入
会
セ
シ
モ
ノ
ヲ
以
テ
組
織
ス
〔
第
二
章
　
組
織
第
三
条
〕

○
本
会
入
会
後
満
三
十
年
ヲ
編
タ
ル
モ
ノ
ハ
名
誉
会
員
ト
ス
ル
、
但
シ
他
山
二
於
テ
友
子
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
当
山
二
於
テ
五
年
以
上
ヲ
経
ナ
ケ

　
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
□
同
上
、
第
五
条
〕

○
会
貝
タ
ル
モ
ノ
ハ
規
約
ヲ
遵
守
シ
、
会
ノ
統
禰
ヲ
秦
シ
名
誉
ヲ
穀
損
ス
ル
ガ
如
キ
行
蕩
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
コ
ト
〔
同
上
、
第
六
条
〕

○
総
会
ハ
全
会
員
ヲ
以
テ
構
成
シ
、
年
二
固
六
月
、
十
二
月
会
長
之
ヲ
招
集
ス
ル
、
役
員
会
二
於
テ
必
要
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
及
会
員
総
数
ノ

　
ニ
分
ノ
一
以
上
請
求
ア
リ
タ
ル
時
ハ
会
長
ハ
遅
滞
ナ
ク
繍
時
総
会
ヲ
招
集
ス
ル
〔
第
三
章
　
機
関
、
第
九
条
〕

○
総
会
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
審
議
々
決
ス
ル

　
一
、
役
員
会
二
於
テ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
事
項

　
一
、
其
ノ
他
特
二
必
要
ア
ル
事
項
〔
同
上
、
第
十
条
〕

○
本
会
二
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

　
一
、
顧
間
　
一
名
　
　
　
一
、
会
長
　
一
名
　
　
　
一
、
副
会
長
　
三
名
　
　
　
一
、
常
任
委
員
　
五
名
　
　
　
一
、
委
員
　
若
干
名

　
一
、
常
任
書
記
　
一
名
　
　
　
一
、
交
際
所
委
員
　
一
名
「
第
四
章
　
役
員
、
第
十
五
条
〕

○
会
長
副
会
長
ハ
常
任
委
員
以
上
ヨ
リ
、
役
員
ノ
選
挙
二
依
リ
選
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
〔
同
上
、
第
十
七
条
〕

○
常
任
委
員
、
委
員
ハ
地
区
毎
二
会
員
ノ
選
挙
二
依
リ
選
出
ス
ル
〔
同
上
、
第
十
九
条
〕

○
彼
員
任
期
ハ
毎
年
七
月
一
周
ヨ
リ
翌
年
六
月
末
日
マ
デ
ノ
一
ヶ
年
ト
シ
、
再
選
重
任
ヲ
妨
ゲ
ズ
〔
同
上
、
第
二
十
一
条
〕

○
本
会
員
ハ
毎
月
十
町
也
ヲ
会
費
ト
シ
テ
醸
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、
但
シ
会
費
ハ
如
何
ナ
ル
事
由
ア
ル
モ
、
之
ヲ
返
付
セ
ズ
〔
第
五
章
会
計
、
第

　
二
十
五
条
〕

○
本
会
ノ
収
支
決
算
ハ
毎
月
一
回
之
ヲ
行
ブ
、
決
算
報
皆
ハ
常
任
委
員
会
之
ヲ
作
成
シ
役
員
会
ノ
承
認
ヲ
経
テ
之
ヲ
会
員
二
公
示
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
〔
同
上
、
第
二
十
六
条
〕

○
本
会
会
費
ノ
徴
収
方
法
ハ
肩
立
鉱
山
総
理
課
二
委
嘱
シ
、
毎
月
ノ
給
料
ヨ
リ
控
除
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
〔
同
上
、
第
二
十
七
条
〕

○
本
会
ノ
蓮
鴬
上
特
二
必
要
ヲ
生
ジ
タ
ル
時
ハ
役
、
貝
会
叉
ハ
臨
時
総
会
ノ
決
議
二
依
リ
、
臨
時
二
会
費
ヲ
徴
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
〔
同
上
、
第
二
十

　
九
条
〕

○
本
会
二
左
ノ
共
済
ヲ
設
ク

串廿
」－叩

わ
が
国
鉱
業
に
者
け
る
「
友
子
同
盟
」

の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）

四
七
（
七
六
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
〔
察
四
巻
・
第
五
号
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
七
六
八
）

　
一
、
会
貝
死
亡
ノ
際
　
　
　
　
　
　
　
　
金
五
百
町
也

　
一
、
会
員
ノ
父
母
（
山
内
居
住
者
）
〆
　
金
二
百
円
也

　
一
、
配
偶
者
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
二
百
円
也

　
一
、
其
ノ
他
ノ
親
族
（
同
屠
者
）
灰
　
　
金
百
　
円
也

　
　
　
但
シ
、
会
員
及
ピ
親
族
死
亡
ノ
際
、
各
地
区
委
貝
ハ
前
目
二
肖
棺
ヲ
確
カ
メ
、
地
区
委
貝
二
通
知
シ
、
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
情
ナ
キ
モ
ノ
ハ

　
　
　
必
ズ
送
葬
ス
ル
コ
ト

　
一
、
会
貝
疾
病
二
依
リ
通
院
休
業
シ
タ
ル
場
合
、
一
目
金
三
町
ノ
割
＝
ア
見
舞
金
ヲ
麦
給
ス

　
　
　
但
シ
、
麦
給
期
間
ハ
一
八
Ｏ
周
ニ
テ
之
ヲ
止
ム

　
一
、
会
貝
結
婚
シ
タ
ル
ト
キ
　
　
　
　
　
金
二
百
円
也

　
一
、
配
偶
者
分
娩
シ
タ
ル
ト
キ
　
　
　
　
金
壱
百
町
也

　
一
、
会
員
転
勤
又
ハ
退
職
シ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
（
イ
）
三
年
未
溝
　
　
　
　
　
　
　
金
三
十
町
也

　
　
　
（
亘
）
三
年
以
上
五
年
未
満
　
　
　
金
五
十
円
也

　
　
　
（
ハ
）
五
年
以
上
十
年
未
満
　
　
　
金
壱
百
町
也

　
　
　
（
二
）
十
年
以
上
　
　
　
　
　
　
　
金
二
百
円
也

　
　
　
但
シ
、
功
労
者
二
対
シ
テ
ハ
委
員
会
ノ
決
議
ニ
ョ
リ
記
念
品
ヲ
贈
呈
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
〔
第
六
章
　
救
済
一
第
三
十
一
条
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ト
ノ
マ
マ
）

○
会
貝
ニ
シ
テ
将
来
労
働
二
能
ハ
ザ
ル
ト
医
師
ノ
認
メ
タ
ル
者
ハ
、
特
別
共
済
ト
シ
テ
左
ノ
金
額
ヲ
支
給
ス

　
　
　
但
シ
、
特
別
共
済
ハ
一
回
限
リ
ト
ス

　
一
、
不
具
廃
疾
及
ピ
疾
病
ノ
タ
メ
将
来
労
働
二
従
事
ス
ル
コ
ト
不
能
ト
医
師
ノ
診
断
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
金
五
百
町
也
〔
同
上
、
第
三
十
二
条
〕

○
本
会
取
立
式
ハ
山
中
取
立
ト
シ
テ
、
毎
年
五
月
之
ヲ
挙
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
〔
繁
七
章
　
取
立
、
第
一
条
〕

○
本
会
貝
取
立
挙
行
二
際
シ
テ
ハ
、
左
ノ
委
員
ヲ
設
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

　
一
、
後
見
　
　
　
二
、
鎚
分
　
　
　
三
、
世
話
人
〔
同
上
、
第
二
条
〕

○
取
立
委
貝
ノ
任
期
ハ
式
挙
行
準
備
期
間
二
始
リ
、
取
立
事
務
ノ
終
了
マ
デ
ト
ス
〔
同
上
、
第
五
条
〕

上

‘



○
坂
立
委
賢
ノ
任
務
左
ノ
如
シ

　
一
、
後
見
、
鎚
分
ハ
世
話
人
ヲ
指
導
シ
、
坂
立
二
関
ス
ル
諾
般
ノ
事
務
ヲ
監
督
シ
、
式
執
行
二
当
ル
モ
ノ
ト
ス

　
一
、
世
話
人
ハ
後
見
、
鎚
分
ノ
指
示
ヲ
承
ケ
、
坂
立
二
関
ス
ル
事
務
ヲ
分
掌
ス
〔
同
上
、
第
六
条
」

○
坂
立
二
関
ス
ル
諾
経
費
ハ
新
入
会
者
及
職
義
職
兄
ノ
負
担
ト
シ
テ
、
取
立
二
関
ス
ル
諸
寄
附
一
ハ
経
費
二
繰
入
レ
ル
モ
ノ
ト
ス
一
同
上
、
第
七
条
一

〇
坂
立
式
挙
行
二
際
シ
テ
ハ
左
ノ
立
会
ヲ
董
ク

　
一
、
本
会
常
任
委
員
以
上
ノ
役
員
　
　
　
一
、
隣
山
同
業
友
子
会
〔
註
、
同
代
表
者
の
意
〕
　
〔
同
上
、
第
十
条
」

○
本
会
二
新
入
会
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
取
立
委
員
ヨ
リ
願
書
ヲ
受
領
シ
、
本
会
員
ノ
保
証
人
ヲ
連
署
ノ
上
坂
立
委
員
二
申
込
ム
モ
ノ
ト
ス
〔
同

　
上
、
第
十
一
条
〕

○
新
入
会
者
ハ
取
立
式
挙
行
ノ
当
貫
ハ
必
ズ
式
場
二
出
席
シ
、
坂
立
委
員
ノ
指
示
二
従
ヒ
、
式
ヲ
終
了
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
　
入
会
者
幼
少
ノ
場
合
ハ

　
後
見
人
ノ
附
添
ヲ
要
ス
〔
同
上
、
第
十
二
条
〕

○
坂
立
式
場
二
於
ケ
ル
列
席
贋
ハ
友
子
ト
ナ
リ
タ
ル
年
次
ノ
古
参
者
ヲ
上
庸
ト
シ
、
同
年
次
入
会
者
問
二
於
テ
ハ
、
職
毅
ノ
焦
次
照
位
ト
ス
〔
同

　
上
、
第
十
三
条
〕

○
坂
立
委
艮
ハ
次
ノ
事
項
ヲ
厳
守
ス
ル
コ
ト

　
一
、
職
親
・
職
子
・
職
兄
等
ノ
組
合
セ
ニ
関
シ
テ
ハ
、
識
親
・
職
兄
ノ
同
意
ヲ
得
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ナ
イ

　
一
、
敢
立
組
、
、
、
合
セ
者
ノ
民
名
発
表
ハ
式
当
買
ト
襲
モ
、
百
状
検
分
式
開
始
マ
デ
ハ
厳
秘
ニ
シ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ

　
一
、
職
親
．
職
兄
ノ
自
渡
ヲ
ヨ
ク
調
査
シ
、
組
合
セ
ニ
問
違
ヲ
生
ゼ
ヌ
様
、
特
二
注
意
シ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ

　
一
、
坂
立
委
員
ハ
職
親
ヤ
職
兄
ニ
ナ
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ

　
　
　
但
シ
、
式
場
立
会
ノ
同
意
ガ
ァ
レ
バ
此
ノ
隈
リ
デ
ハ
ナ
イ
〔
同
上
、
第
十
四
条
〕
』

〔
追
記
〕
本
稿
は
、
文
部
省
人
文
科
掌
研
究
費
補
助
に
よ
る
研
究
〔
題
目
「
親
方
制
度
の
研
究
」
〕
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
際
、
こ
の
こ
と
を
附
記

　
し
て
、
関
係
当
局
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
依
拠
資
料
は
、
三
菱
金
属
鉱
業
本
社
庶
務
課
長
佐
藤
大
介
氏
の
並
々
な
ら
ぬ

　
御
高
配
に
よ
っ
て
、
階
覧
し
得
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
に
は
、
か
っ
て
、
氏
が
生
野
鉱
山
労
働
課
長
御
在
勤
当
時
か
ら
終
始
か
わ
ら
ぬ
御
援
助

　
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
附
記
し
て
、
特
に
、
深
甚
な
る
感
謝
を
捧
げ
た
い
と
お
も
う
。

わ
が
国
鉱
業
に
拾
け
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
（
大
山
）

四
九
（
七
六
九
）




